
ァ ニ ケ - ト の森 島 〟

璃 ノ燈 〝
I,大雪桝軍区軒を卒賓しこから.轡をして､宙を老え 空きぞ目名/Z)だろう//在韓

昼の二の履新と,仇瓜こから牽礁娃同愚お互いと昇りたいという尊家t=空目まして

下鑑d)ようなアLケート真率寮生奮琴ヒみ親日孜しましたO剛史牽ぼiT/dD/P否､した

孤､.慶妹乏At魯A,([=楽しいあ喋 り､た捌二をa御恵賂啓をお顔捷下さLj.こか教萄L,
芝の愛東を索と急襲ヒいたし.ましたさ

あをたtZ)クラスX-上田どうしてHらっLやいますか.ニtD蒋壌Lr番び東泉を舟究

め下さいませ｡
アニケート因峯

① 筑&.′磯煮

(多 選軌 矧ヒのある牽

③ 在学中o常日出
(∫)遜腐 (どこへ･乾生.エビV-ド簿)
昭)そ の 舷

¢ 酸度撃を草くだ執二つ圭ビラ番えEいらっL単為か 産産とのつ鰍 LJ屠
⑤ 在学生ヒー毒

◎ (fy鈷賂どすか 怒鳴をすか
以下東酵a)オ紋産腰を.み轟き下さい,

cl)御主人の磨県泣

叫 泡資ごす仇 お愚合否すか その他

(ニ)卑怯いくつ直し＼ぞすか

㊥ ぞ a) 他

唱和zg年季
に ホこ凍 鹿p手

芸陣轟髭轟 コピ芳4'タT
_.～.L.-

2.チョユZ711-のせ駄 どうやつr=ら且つ

と首席承ヒ過せるかしら.ヒいうこと
をLようか

5 (ィ,)あまijよく捌晋､えておJ)ませ/Vが

鹿私 産吊鈎あ婆ヒ/9日ばか )平

鞘姓有めくL7)をLたこと.閏転生ヒ

白涙へ行ったことなど､今 風 漉
しました. (南東があ石､笛さま0苧
蓉卓釦 しなC､つたa)を釆)

田)おとな①オナコ.Lのかけ'利き.ハタ

… 諾 LA豊…霊ア竃･ヒ再 の繍 爵

夏 着は いまやっていることと.撃砕そ､
0ニVrにあまuつな都､l)かJごさ､い霊性/V

毒-生9)うち4年臥 T-智象riiす3才桑 ｣

工1二一二:人′:.､二､ :'tい ~-r-

の虎口を煉るごとtS:穴そうよし1ことだと

鷹いますクまた. r曹安撃｣というもa

･-天草の4卑㈲ぐらい∈空4(軋Lの願蹄も

プライドも･蹄つベ15簡a)素のご成魚いじ

る暦日雷洗

今庄出東か酎 t.a)を才か､碍野蹄の患
からの魯ぞ下帯Ol､肥形回そのままだIつた

u.汽車m藍にうつる吊が:みごとを嘩
恵を締って日たりすきヒト/＼ハL･.ナヅ

か-1イナヒ洛ラ二とはござい慧末
吉 おりこうさを鷹番を智乙を東面ヒ侍あ
せない.ほ乙ヒタの｢みごと育みE)ニう

コ乙｣になってくた､さい｡オ+ヤ大a)み

恵みを.むき出しにおl)こうすぎて,間
接即ち帝をつままれ孟=と､なきヒL老′
あbf･､ご大
路Z7a)あヨ傾き,Lにどうをな′)てくだ

さい,

ノ占.チヨ1ガ-こす

ク 私紅 敬倦ヒいます頂き.宙饗鮭の単
複.蹄に労音風穴琴の｢乾草,後輩ia)
つな恥､レ左うらやましく展いま洗 ヒさ

と首誉れかごr観象 昇肴｣こかようで老J勿
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Llますか.大体 よい〇三ニケ-i-ヨユか

ご,雲上つても､りまT.

よきにつけ,あしきL=つげ 覇じ藍a)

ご像 をいただLいた呼樹は.もっと輿噴顛

ヒつな･水､っぞiJいいヒ貰う｡

綾r嵐 最 付 等 アナウニ好一

俸 リ卓が盾かないのぞ､5人の鼻歌a)顔'

長に開銀d)あき轟碑 (例え灯身体触 角､

長a)索でLi.兇変fじ渡 乙･t.･.･:)

甘栗庫 の下 り√銅を拝忠生の渡御

'(ロ).藤日惹くよ<盛んだ卑

4. 漣や兼行が哲きた､った0ごF野里掌を

3.(イ) どのk(硬も栄しかったa)芭･そk(魯

才(に足(雌 か､ちZ)まナ,大泉へ行 っ

た歯など痔その節の天硬水悪久った

a)己､泉石はJL=乾した ようdctすかt.凝

結笹 V̀)てを.印象倣 った ようを

ナ,

(口) 3年d)泉.迩硬さ､ぼありませJCご

したbtt,吉川患生と林木患生と生象

14人ほど立山に上I)ました.今0よ

うfC便利ぞなく大束tJ亀替物だった

だけに芝a)蹄の費を多古いきいきと

鬼t也 すき〃く出泉ます,

4.盛った垂をやりましたkaヒ発ヒこも去

榊てます8iL､私としこは象 り留がやつこ

いな(1皐をやっ乙よO,つとと展 っZ:いま

す:
軍晩に俊L=亘っているd)は埠拝尤生の

気象学et感漸 してい31.
古 見生a)所をあ発をtJ:ごしこ遊べるたけ

虚,tだ大草をした. と､iすべこlこわたっ

乙もつと勉教が逝啓だtつたと痛感tZH

ま大 卒紫して はじまき空のあとの人生

d)商にi/Lつと色々な方面にわた1て白

牙を束bせこ下さLl,そd)蹄官房らない

め己､ナが ･･-･｡

占,産頭 p承追え仏師免軒 O産壕ヒ嵐

金ヒ二つ¢磯田なら痕襲ヒいう孝になる

zI､しようか ･-- Oえ才

7. 三Ir'碑 ヤ ト 音 ~･ 主･輝
2.与塔の病気 (畏Ll隔 晩過日をLて日

ますh己･)

ぺトナ4欄

3.(イ) 政情段丘巡猿.老軒 毒叫私生

原初各3)を唇音P､老穆卓恥わか[3才･

へマ現象線.

･餅郡敗者'7)適碑 私*･壱川藍生

乙だ夢にノ敵 tもないし まあよかったと

麿えこそHl=ヒ思いま弟 俊彦は兄空魚

肉像をす卯､.Lかしすぐ藍か吃なくてる

もa)の老え衷 人生の生き方J=やっぱLJ

彩夢路多古ヒ思いまれ 与傍か大き<な

ったら必F.･肥援･a)薮坪ヒしこ再び戦塵

(=立ちたい, (薪岬ごi,･よ日から)

･A T一社卓をもつ⊥藤色ttbかすす妙しま

九 泉噂夙常任ぼ葡萄 Lてる 喜成をる

つこ古虚けられ芸ようと よ<番えて

･稗聴性a)ある仕廟を.

占.(イ) 経伯 (ロ)'i団歌頃 (̂)轟蜜

(という覆轍tli'¢乙もなかったよう

にも思いますが見合zi･ない筆法たしか

否す )

(=) /卑bケ目

l予 甲卜村 境 尋

1..与像虜塊絶

薮 蘇

4.勤務先が中学なd)を専nn]敵淋ぞjtほ

と尊者さ け々 :痔に粒度は中学 /年で学

習す急のEL.1匹.埋草空0ものの知鰍の他

L=r一更 .経済 政論4)飽金草笹ヒなきの

こ･.あまZ)萎えた車はないか､舷遅琴の

基礎1式やぼり宙庶政鑑にあaa)だ･その画

を愈蚤しなけ小結11け叡 1ヒ思え

it 学割久使え呑うちに穴11に糖 し 鼠

蘭を樽め.一つLD風象から色 丘々社会風

象をとらえさ隈を患うとよllと賂う, 妻

i.'" 鰯 (口)蛇 綿 肺舶 誓免軒勢 い)急変 (=)キつちか日

t､ 恢 ロ.｣格 子 . 衆 岬

I.額伸と.孝と 番 とたいかr=帝亘させ
るか.菅の上 出泉)･(ば包有の勉褒まし

たllL ,q研孝ヒしこi･B:費をしたいa)

こす爪､各日の生是･におk)爪は智しごF.

iちろJC.べトナ4やドミニ剃こiJ動じ

庄あt)景洗

3.(イ)遮複 層硬頚 ､大風.白薮 (島国

鼠生).日亀 (願本港生)新濁 〔絶乾

生jetc ナス )(懲坪亀生十F戯

生のL二つLJZ:侍った労を洗

(ロ)鷹巣 iシチャンの賦 東野
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｢'̂'--.Ai-:Di-1''蔽.杏'-_I:i:-‡1-'与●.il-i.･'i_一里己tr.':r_i
･妓硬

転 諾 霊芝喜よ篭 り慧誓雷の孟夏一言
象ってtl去就 そ/)(そぺ)∈ 宙夜色をと.1

タ教え伯ぼなbをIl仇 ･/0年以上たっ

た車で､もまだワカラスt.マヨt･/三円1ま洗

毒舌 色か D麻釘宣言 こる動き.鯵称車 掌

庸 去霊芝誓 去､雷-.''乾 鵬 仔II
‡6lL仰 .J撃 (ヲ).撃 碩 学 _(/?.チ ?/?

考古軒の=となd)乙､.キ才,>がラナhIF
しまいました.コ､､ソウ ゾウ にまか吃旦宍

(ニ)之つ

一 謬和 3.ヲ年キ

ト 停･.部 久 亨 教 師
2. 日本港清 のタ線 (今年から泉年 )これtl

て)

A･A全銀の線の帝の直々の鮭泉

(ビ､の<か lのチエホ〃こL響かを塩穴して

い<JC＼)

や手島夜姓とk:壱E=.日本をJ隆培a)節

乾食をiあました,阜攻クト功ことなのを

すか･.かL.こいぞ健 に毎っこもあー沌ニH

ヒ腰 っぞ､宙.%のかをあらJCかぎリ急い

で､み義つる りだす,
3,(イ)辿掻 くロ)芝の舷

あまijま じl珍な生蛇 億 (日のこ.蛍麻

a)乾生をrv申L.わ けな<みもっこLlま洗

L..久■し 包齢[=.畢EIt.Lたいこと壷tやら

せて下さ仇た0こ. 歓呼ヒなってから

と､<なに噂l=亘った二と乙･しよえ 先生

オI=鹿卸してか()責r4

4.度会科学御本承黙'艶気こLlないから

盆 やご-いらだっこ. 把窪を･各夜 したこと

!=壊砕鼓したニヒ各あ))ま･荒 しク＼L李

Liまたあ､もしろくなって皇ましたakttう
t巨〉鹿カ､ということを､まとめて呑<r:

はく歓教かありませ<,か.いすJH(稗､会か
あ ったb-一･

手 白骨たおご頑盈細に学ぶヒ11う鯨桑ぼ
立つべきだ､jT.坤l)たしlニヒぽ何れをみ

三三 ::言 ;I--i-二1-･':‥7 二∴ちとみ吉日は 笑

6.キユン

卜 瀬 戸 玲 S･ .管玉弛埋蔵

Z.在を叔取 分動互生の虚勢 壮健

上り啓泉奉加､どこま乙廟晩するか

打

研

像

鹿

掌威郡市の濠毅など白寿由易tz)鑑と感かt

つけた大勢帝東泉の御慶

3. 的 畠 河鹿生とd)豆LO適壊 患満月馴T

覇帝者のib温 良ズック葡二で登 ,たこ

と 山Jh慶エイ曹田老鞄zf七 Lt･=めら
如たこと

しロJ年商ぞ即 に麺l･)=んZIt薗きとり

言開魚を /ケ官もやったときのこと

身 琴披ご凝 集を軌 1こもほ 吉酎ま匹犀rまつ

まあをtlと摩ってL)たか.軍鑑敵 入っ

こ敗因や放置弼直之やるようになつこ大

慶南台11号 :DeILある =とかわb＼つた.琴

Lだt=ヒ 槍に薗祭艇鑑航 tz)こと喧
十二分に生かしこいます｡

占.(1J政略 (口)公葡 萄 yV 庭草
(=.)一つ下

解灘ao尊卑
1. 内 項 怒 号

2. 壌男の尊襖姓名

i 一帝

3t lイ)逓 橡-帝泉 食 事免生 餌をk:薮

7)卸 E)題j･･e展 観 こな u親水励 工
費をお女達ヒ鮎 くくをコワコ'lァ帰

りついたら二駅留 の絢 =解本鬼牡OLL泉

Ltこ度っこ日ら-,Lやった.rオオ
帰ったか,よ玖 った よかつT=｣と

ニコニコ土bLr=舟の朽覇者 の教法 は

み史上んのようをした｡

(ロ)を日成 鹿愚生ヒ佐渡敵 LD静 ドL

デニ山ZIL,S麻盈外否ヒっていた幽

出払げ出されたかっこう夏鳥A,L夏色毒

Il:三 塁_A_:_II_--≡-三三 L･=:I; --=三言

たe 葦

Lil.次年度どや､轟豪華頃になりま した路L毒i

芝の硬手頃かl＼ユ11抑芸大鼻腔浬と臨終j!

透くなL)脅射ニJKL<しこ乏し.たか長 都
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i:I

が ノ卑生!二なり教 脅ママZ=恵l)は LtL､り戎
した｡

古 もう /贋錦 やゼ主を 慈しみT=llる¢

た†と､車象しこはじめて.わか碁だ.しよi
d 召)感鳴 /0年 (別 公費頃 い ) 痕
蜜 (=) 葺jr

ク '古う/魔力東大のやす慮 Il盛よこLh･tL
r=廊 下を轟 日歩 きたいiノDZi･I.

ト 天●け 久 子 ､ 主 -碑

石 (イ) 下仁 田 森本先J生 最初の_迩横zI､

した.

it.重罪解凍狩そ昭彦を臥 考えう歯虜を
格だ .(本 数 かしら)

士 み尊王な夢をノな三つZ:下さり.

6.(イ ) 線奄 (｡)乾餅攻坪 .(/U 怠れま
Lた . (ニ) 士才

SFlt J卜､誓- - つ1-<.郷

国 ･田 久 美 チ'

また､乏A･==肉腫 Lと 琴硬攻寄ヒ象

庭教育のあり方

ま (イ) I) /卑 下4=田一席津城穆 東
本愚生

1) 2年 上野泉 毎日忠生

3) 3年 薦津政一十 日町一新婿
港市･浄尋乾生

･･d) 4年 久乾山一枚 ･D鹿 敵転
生

D) 二ぬ挽｣噺 のク.fス旅行

7) 芭夜

ニ) 私刑-固 (リュ ッ ク一挙を中華

帰還亀と蘭漫えbA･(a)(駄本そ)

3)lt,穿温-同 (整 列 そ月 額乱盈

鮭の毅を薗くJ

Jar.尊 5そ度∠f=tt蛇膠琴をす d)召､ 今d)ヒ

こう萄足してL憎 禿 頭､が象 u)キ ･の与 に

壱 (野【:D与 D矛はそつとよく番 え こか な

いと身 ))まtCLかヾj巷し渚束望_むT3:ら.
阿L"鹿を辿 ら也て4,よいヒ匿います:
とにかく.姦孝や.櫛虜zI､した9また捲
盈iL優れ乍らぞD如教養老い牡丹ヒ伝え
こIlまJ,

子 亀覇を浄引二_療歌だ易 t々 ヒいうニヒ,
Aの教をk､泉))範ヒ乾す七 草嶺生名ぞl
与えら打たチャニスをフjLEこ;苗軍すべし
線に語草鑑三0,才過ぎるヒ6.才 ホこ.ト

象巌に大差と.注慶カが港才に寿欺き射

署のこ,.-つニk:に長藤歯帯ち込カな<

な名. 芝うし疹 =とは夢4)やEIやってお

くニヒ.

占. (イ)晩 ニビ る ∠才 4才

(ロ) 名鑑蕗 (A) 邑 (ニ) J7

タ クト薗厳哲をみ,L夜をしたい邑d)をす)3

7､ 末 一膚 題 号 ･貌 琴

2. 象にtけtは象 a)こと. 草磯 は雪嶺 と

サブげ 1)わ t)きつ乙 琴嶺l=川5商は象

カニヒ藍患い出ユなLl･3そ軌 じ牽 己二つ.

琴展 そ比率泉 /0年 ヒHbbIs来たクラ
ス鹿浜乙うま<申かす:象そぼ腹か 少

か､毒にLi:-_糾 l生息免ヒな7).どちらに

しこ名東角番ヒあ冨まじヱ噛みこす.

3.迩硬 i･初乳 像早年a)矛次･.侍とな<

孟母鹿にめニtJ. 貴 明乾生ヒ度 日趣 けんに

いって生魚a)オ ､ゾ4-ヨコチヨイ 勝盟を

ILつて叱られたことな ど空t洗 そbtから

十二姥 .塩拝度上皇か宰<ある久せこZJ･t

な かった少をd)とぐたこと ( 三犬下 呼こつ

¢形 と/了＼ます)

4.硬度 を尊んだ､にかかわ か才.･甲写生と

みしえさ身 堤高複 を古やbなかった 日本

壕を かしえてみた L). 碑鮎 とlIう.つ

かみどころのな目名d)を教えさせbれた

I). 7ウ7ウtけ こま1.4年同の大草

p(I.そa)級 /o阜 d)患顔よJ)盈Lla)さす
か b./S､しぎ召す, 把産とは句か 東だ
よくわかりまttん 払かこ1政彦碑を番え方
だ と取って日5ニklを､そ才て紋γ史的を
考 え方だといった八州 lま克 .

与 まあ.せ Ilttt目上<応1.って宙で､i,やっ
てみぞ下Sい,

占. 同 じ朝繁と鯛 しました.琴主LD甲質
ノ性かl夜目廿日を 日また､ヒ蔵aくせbkてて
いると鼓かL=11わ)･･(ました.像Lヒは教
頃な乙色､ヒ磨鳴ila気疎を執った(･かさ､
ガ厳島だ､ったら厳軒Lなかっただろうヒ
敬い慧去 年熔固卑七日うことtこしこく1
ますけk:私のオblL-浄写<手鼻して目蓋
FD

ク 大草Hきたいそ丸 ビラしせニラひま
かなF､乙乙LLよう.廟セムす,/帝やな∠
て和こすむと 磯魚へ出雲d)に天産芸､窮
だtLた､∠ 八､6･になっこいくみた.日で､｡
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｢ 慧 慧 警 警 T=茄 そ首 だl汀 "TI-叩郡 紺 山草蕃軍 '''御 前 ■■珂
音 量 頭 餌 ビ bL･こ軍靴 なき枇 叫

1. 本 盈 碑 音 ' 教 坪

之 や6日)比容さす, 繕えF海 関巴遭われ

こいるヒ ニd)象呼の鹿田な,tヒかなb

玖垂 kいつも思 tは 3. 腹L 日下の

風 格はよ3･患準.同僚にSま如. ニめ恵

を結秋 草そF.

3.(tH 戯 評己､広川 ･-卜線番 ファースト

泉泉嫡藤 一i参るん塩やまをこ･L.氏

か.泉 隻した一膝 ごあった吐息tほ

れ

攻 偶然から粒度を1聾E.lLましたbl､.最乱に

なっこ取東南 や l)次､いを鹿･L:Lるようにを

1)ました.

.a:乾乾し.こ不磨魔王を蒋癒しました.

齢 鑑d)轟い草稗だ･あふく灯一こそ.簡生静

柑 二綻.患 い阜向船凱廉め避暑かあ毒ヒ

風 1ま残 基夜祭称 少勉象をビラそ･.

i.着港 繋艦獲得像7
才 〈あ､発d)東欧窪 >

LHフiあ1)がとう三l三･･日まれ

I. 嵐 赦 磯 等 -◆ 軍学鞄敢碑
2. tl-Lな琴棟 k. ヒ､くな忠生か､tHlのか

を易えるニヒ.

3､(i)上野寮.亀川虎放免監

(ロ)撃力に紳す議場幕政 と, アきんベイ
トにあ､5えつけられ 喜LH草生生
,{&そ,した.

4 あるか単複d)気動 こ暴虎をみこたえし
たら rt3マ>サ tyクな夢拘zIす ね ｣とLl
わlは した.魯貰い撃滅 をえらんを牽也
ぞ･す加L.学生'3)暗唱 .そこきろいって日
ませ乙だ.した.選良は=卑考γ更を顔え
て lはすこ

よ 大 草を出た舌Dは.箸ラご夜目人よ])
首,派出定め申oた軌こ宥紬､なけkではな

ら･r5:Llヒ洛います

三 三軍 書三毛憲 二._, ___=三__､II

至芸慧雷 芝ヒ芸芸芸票 差…去:芸貰1'=芝
毒そ森<.虻のやのため碩 受恵勿空身を
巨細 符.そ4,%細 左息女に通すべきだと
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ことk,せ 貴大の華厳生や象硬生に.輿

面目仁摩 えるべ きだと逐日三g, 捜 し.

私降 あ言りべ､テランZILるな<. 級♪岬

つづ汀急熱杵射 乍リ出吐ないよう空耳

今度この/3年紋.敦盛 いめような盲

こ､.ほんとは. これから伽かなく

け尉 lのごすが .

を

の

い

ト 彰 太 東 享/ 韓単数猟坪

2.象殊 の噴泉.(昏看る食めこ)

3.tl) 吸 塵ケ轟 ドンデン山a)褒ぺ小農に

/超 した賭 (正封0迩凍 zStはあ リま

吐ん 研き川見生を召シテに11た i･･き

/行8･ぺ改むした)書)目先生a)御腐

骨をはくご う盈やつと御飯を炊き

棚 や砂塵¢野 をあら二歩に恩恵か

ら韓登の夕飯を一口､ニ.ロロl=入れ
た牌.･垂水現 Il卑ザ卓立私共･･Dとこ

ろへつ きつけ乙望まし,た. ト卓i-k:

-爵早くi鑑げ噂ヒなったd)絃軒らメ

ッチ エン に辞 ナ名 川度盛 監生きL沌
っLや いま Lた. 乞d)締結塵かお墓
ヒ御殿 を しっ叫 ノ埼っ た_姦しだった
と抱 患しこみ f)まJ,

LD) 北 藩温康 行 平 鑑別で童且ヒあ
昏 亀 を奥痕歯 a)大量穆転リ1ロゾlu
哲 き ゃ ゥとめ思 い空､温泉たつか
た d,に rQ.ラス水劇 3,(そうそ農暁
か らお きよう K Jとすごい番いEL

〓
ヒ
ク
だ
虻

らjtた乳 管の.乾象覆した周帝礼を
は じめ連絡 範 の多<オ舶 不能に息
I)しぼ､ら< 比 容過 k批 坊樗なった
もどら しよう と空 っぽ整温い財布
軒を虻め て騒き是果 した孝女g･,･･rf'･･･

串･大雪ご耽理を蘇接した夢にウ軌範声
慶Lとま怒/U.日草生岳l=か 1そぼ勿
Lb費 教壇そ直各号(カま めゝ解き造滑
る蓉鼓動 1か､(椿に今年農紋轟壊妃嘗

受け蹄っこます4)杏)放渡乱あb 51か田Hu
歯に腐度しこいさめを.各日の建議d)
(廉でる教趨ごi)ご綬丸っことA'l男

ような繁がし急F.

め

.
唾
諭
す
左
方

惨

〓

査 掌軌が硬えるうちに出東署だけ教委<
奉行~監査ささように

A.(∫)俊二賭 (ロブ/A務現(/リ醜 ▲i(=捗〕
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重 量 しこし滝禦L王[=l叱温いま弟敬白歯車 蔓

解職 ヨ/年季
i.飯 ′凍 節 子 五 ･碑
1. ゼ魯/=せまらilて T脅魅 ｣βノこr艶色J
というニヒに氏l)鼓し ようか

吾 (イ) 盗硬結と甘(毛足11出茅日省a)

解物の碑文農工幹巡演 は鹿本忠生a)凱
轟ヒ具になつかしい温い出石すし

3年1.か郡碩遭 槙輯叔 井乾生にミlソ4

1)締めらjLた孝を思い出 します

(卯 手鏡a)ため 土壌サL･7ク)i,良嵐め

乙 塵 繁の邦硬庵状池急白畝卑zIし直

l)まわ ったニヒ.(声畝 車麦田へ鬼 L

zL.まったニヒ.行商人に麦を状え

らJJlたこと erC)
4. 酸度誓乏0)占めというよJ) 放逐ri乾

だ轟を通 Lて､よ))確 久女社会船なも.D

O見方ヒか鑑畔鉄也凍るの己塔ないかと

足 っこILは . また.与疎外､い3 日う6滴
材をす召 ようIこなつた桝､.牧彦略なこと

.1=尉 しこは白尾を帝 っこ攻 えら),tること

任軌 _().

I i:･<欲に勉親 し LでききriLけ兼行をし

こあ､<こと.藤嶋すると.畢生晴什3)よ

うにすきな専任そきなくなL)孟IP

i.(∫) 圧痛 .(D) 大牢抑敏慢 (JUどち

らとi ? (ニ) ク才

夕 子傑d)きカ哨如 たらや 1)T:=い二と机 1

･つIq-○い く白砂 車の遭範 .麿 琴 色転 )

卜 線 材 碑 手 簡 呼
ユ タ冬め泉休みt=私め奇ヱO Jl､毒5ヒア

とるいうべき乗南ア-1L･'ア (マレー-i7:

やィ. カニ本 ご7.帝ぺトナJA)に出か

rTます砂そ､もっぱらそd)夢に園/L痩介乾坤しこみu急1.5､罷三静(鹿本乾生)堵衆･大持(凍鼻息藍)馨儀.畠山巨象木見生)展郡(紘患生jkl=卦<私は署d)略はマi:､メ二才をしたQ甲に結ft,生をいじめきニヒ(=かけこ錦強を取締ちの奇itlらしたiうを或午.混在LD鹿衆と嵐聴鰭かtついていき.4)だ･六度良かったと恩っこ車茨 マ>ネ旧こなb勘はうに勉魂､すき顧))zTL洗士触鑑皐ktlう孝和1琴略1細鮭噂にとらわれず･.経済.r更t社会号など溶く彩餐
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怠 学をJPL 勉盤 しこ 他浬を観そるd)k:

媛立ってHます二

g∴犬貰-卑a)帝から.合過熱二足を/∫＼み
入れだ /0年廉.展血はステ-El､や放漫

など･ZI･腕 Li.クー､L･ナ株を艶つける

ひ蓋然あ りませや 9 胞-の政 経ヒtlえぽ-

1感廃 して首教わゼ;こ<h(古人.

).ノJ＼野 ヰ 健. Ill- 主 ･帝
ヱ ､ 真名3円卑常火泉紘けた敏岬象を鼻糞

Lまして.目下 丁度代を帝 に生甲賀はあ

るか 1なき鱒 に捧連日)ごヒ7)<んalお
I)ますtbをニJ･tに廓偲あること全てに碗
TLltを 言ってあ､リま1.

3. 由恩恵教 の伍 王から芝草守に本当に嘩

永､べきia)をぼつき l)裾.え在h＼つたこと

か顔､象さ7_

適複名ノト写生d)直鼠のよう呑気身空一
芝0ビオ絹,楽 しくErあJ)ましたか そd)

IJ切.Sか赦すtか しく又缶 )かしく浄u出皇

A..(ます

4.宙かのたあ空､な<砲 陣に由方a)･好きな
ニヒを尊くrEi'ヒHうニヒはえ氷ったと払

ってあ･L)重文 Z:tLZいわゆ5 さ批正 写o

d)香芝 d)多野fl喫政を乞ってtl各わ けZIt

はあT)ませ∠.ガく●.

主僻 東 ?a)鬼直る薮政草で･も嘗んt･
みrT灯亀9＼つた という札には怒ってみ))

ませ-くノ.

よ 蕨止国政をあ､圧える毒集を -

rJjh5万の格蓋はあ茜け41ビ･.万人に見過

ナ孟i･のぼ夜目J

6. 私 i仕草を蹄 歩鹿 什冨ニヒを析胤 こいたしました久'とうヒラ--･2つく3琴阜)度日の敗 軍ヒ乎花森コ-ス三･,ト許一･番手'､凍阜姉娘2､象魂の建勧夫愚ヒ手傷､d)厳重長路和2ク卑d臥毘衛 泉水鼻息斐義経乾草亀免気旺漫たして-璃

歓

隈冊ござ年ク弓 誓海尉血の子馬杷

飯茶庭主監生

慧

温和三芳卑 /y日 夜_=号箆軒の段丘 浄

鼻癒え藍坐.....〟.仙…叫～_P仙叩_.…二二〟.ニ…..ここニ二二=ん_小柳,_qN～_P…〟叫.hMb仙..帆N….～叫.伽J
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a)鉦軒 鮭を農東泉堅 忍即席武
鑑の風水産土.重蔵象開私監

障和之ヲ卑/左堰 郎複･野 東野琴忠生
4Z,昨今 英轟の圃腰‥土班輝度¢封腰
工惨舞顔.宅地温顔 都帝人や.i)分散飽
酸度琴{D鼻凍知歯憂･LL̂鼻kFる御題射次
と々塵っぞlト基材白帯生名ヒ塞確左鞭

のあきこ)てらの瀦薮に 腔廟解容易f=解
け込む尊ct也泉萎め亀 鑑度を琴乙だ綜
雫石､あると思う_首班国に艶L.み 土舷に
親しむニヒ綜生弟をより登れt=すると商
膝に,包有の産む土放0泉呼監)pL旺覇
隼軌二濃呼L.ようとす5紳 象生む.
把理学a)萄た嘉丸盆短l)たかった葡よ1)
むし8.才供の凄簸た娼け轟JIほあ､よ芝r鞄
かb盈d)LlとしまE3た舷 d)牙次 放理
を遷帝すさ上に必琴芝･あった基礎給を紙
数や考え奇か:より身且を盲の仁摩､じお
かきのごあ乱 推理琴が人面の生幕その
そ0む棉乏ようヒすさ卑痴ぞ濁ればt芝
J･帽呈祭a)妻と発色
耳.他夏草t=喋らず草由を湿して,温

諦助食物a)煮えオ玖牌ら)ほので､はなJO＼
ろうか と-Lを藍藻をしこいてる.仁と輿
物iE.Lll理解か.卿齢Zll決断巧ヒいう
言a)綴必勢を牽TEtと展墓

I､上■線_覇 予. 敢 闘
2.や絞り生鮎 教薗すさニヒ空域 苗と
外a)同勢ヒわたって

a,(1)三年の蹄だったと思います射線華忠
生と那碑へiiSI硬､/日軍<一行成鳥
(京､泉人音嘩-縛る､した.)除出産しこ
節減畠に菱1)/三斗小G=温泉に置ま
))ました外 翌朝どしゃ鋳りL=なっ

盟

てしまい.農務a)東金穆和こ門<ニ
ヒがetきデ:香車額象zl混生方ヒ缶
渡し -目白の避硬は不象mzs､した
E.官あリOtt､たt)=虹色 逸硬筆反輯
鹿C)入鹿と同じようEJ=履けましたぅ

､厳殊ヒ変温長泉腐るニヒかごき.また
盈良の磨栄に直橋雀かttぞ本当によかっ
たと愚っこい讃琉

オ 草生齢 lr=出泉きた番田の勉桑をして
下さい9敢医後はつい鼻白めことL言渡わ
b･t2:なかなD､自動=勉盤空tきる麻蘭が苗

-5卜

占.召)艶嬉 伸 牽壌土.(A)鼠色か
恩愛をしこ3tt-1レfン (ニ)/ギちか半

し 蘭一武 ･登愚与 牢番 琴
2､壌虹､d)あるニヒ置いろりうちf),響
呼芭･一つを漫才毘することは出家まttL.
-つd)ニヒ仁懲ヰ凱泉たら良いのにと
買いまS.

阜 (,,,)費初,P通夜 下た田恥ら秤薄根傷
や且へ.菰泉忠生∴盈牢で塩11碁に
なりました.夜.塵ヒなり冴ヒなき
ニヒかこ-魯魚Llことだヒa)忠生のか
蒔革､ありました,大桑毘<婆.えこか
ります.

仰 観象.p蹄.,･D牽うっさ,纏った癖の
弼親密 殊に統嫁の園敵 なると
不足額砿妖曲が乳た<女!).南んか
ご出かけたニヒを鹿t漉します
せ.bア摩覇がありました伊

〟.理盈拭勉/Vどこつなかt)9,r./あり意吐くノ
ビt二へ行って立 と定.為:取路子邑何ヒか
TPっていけきた_めの彪盈なのかi無hほ
いヒ澄匙目蓋基 底揚物なつな射)iiL
壬は 山馨l} ハイキング尊の線軌3:
払Q)I,複軌ヒ甘なってtlます,,把埋.夢二つ
いては鮒愁ヒ去ったiO)を療＼LLlこil急第

6､(イ)綻鱒 (ロ)盆-a鞄 (∩)範質
(ニ)言占夏日ちがい

し /'--..L.:I-:､I-.....i-..(了:･..∴ ∫.･ー
ヱ Vd n,a//i∠レV毎〝､
夕 紀渡島 絶棚 躍.盤涌 匪蛮 人紫
尊容ヒ暦選外､窺い(Da.草加､鼻基層く
蒙れ蚤.y)itパティァテIに島Jcをいて.薗
由い,

b'.(1)兼備｡

温和Bi.卑辛
卜 蘭 田 野 亨 皇 帝
2.鼻白d)生名観象(私め藤倉を韓を蘇ら
LLl象最左肺リiげlるというLかLFt慮<
虎に出泉上った象鼠へ入ったわけこすれ
わ諸 a々)蔵度を叡じ急の壬)

率 茂_包境健三鑑蓉ヒ績轟級に倉t)ましたp(
酸度尊を畢乙た膚を無象とtと_持廻っこお
りまd:<′｡



肯 ~…妄雇誘惑 重言膏～i5: 考慮の穆金丸琴その蓉明恵碑･束遜 らず･
Li･生爪せき毒D芝綜あL)ま也乙′かそう

した爵ヒtaごたわ る彦なく六日と蚤ば領

たらよも叱 廻りま壬

占.(イ)乾燈 (ロ)画東監 t塵二帝人舟)
(/J 方邑台 (I) 声音

7･ 六 :泉 -東 予_ 生 硬

ヱ ､ 手鋭め成長 Iu:身環虹た<-まい 1,3-吹
にしたい9

3. 二遜凍ヒつH己は釆しい思い出ott(lつ虹'

Ll｡例 えば､

0億本賂生ヒ旺J固へ

こa)肺怯-年 下a)奇々d)避頻に産れ
て行っ乙いただいたa)を､気密を勧 t

乗しめた くレ貯 -トかゝなかったのむ

東泉から歓晩節朗のため私たちのクラ

スJ)ぺ且環.下南行きの尊慮列車を取

山塩野っZ:玉野各島と急 ち合ったのだ

か ･栄 しかった.新報 が出鼻た今か

ら老え古とす･いか.ia)Lきなるのだっ

た.

O克轟き己生と畏蹄最与の

申年綻勿蕗薮轟ご即 日けす真空､阜ト

ラニプ'盈した.

其舵 クラスd)大泉さえか､なくなっ

たAか｣亀悲しい思い軌

4.度色絵雌 とは全然蕗か.な い平凡な各

日.

鼻 毛 いうらに何こITa定 いさt)やって舟<

ニヒ｡勉慶応勿弟 .腰麻滋､舌底 かL乙､竜一

ニ)･t結智者か､今後爆 L芝目貴から-

占.(1)皮:脂 (tl) 泉社濁 (ノ＼) 邑呑

L
ヱ

しこ)占冬草

金 蔓 錆 付 ･ 教 頃

ヰ東 商 ′.とか く と劇こえか宜し).
寸 [=べ きニヒ,I-ハ ペ々6日叱 ヴら 林､

王 .

3､ (1) 迩 橡 --工tpソ - ド氷層すぎる

叛 蓮 見 監 ヒパチン コ や トラニプを鰍

救 荒 い たT:誓いたこ ヒ ぼ 臥1)盈 <奔 l)

肝 牡 の 骨 に kl.､う古 .･

～ 久 し 革 .L)ヒ琴生 稀 代のアル/ヾム生

すほ 出 し ま した, 年をと っ た 右 .カ zEt

ナ ノ′

(引 渡 変 節 n)象絡

(よっと嵐生え 上級生ヒ喪や誌を

す11ぼよれっと)
# 毒液時代から泉行か噂 王だったかか ･･

把躍軍か早朝 0矧 こ五つ環障爪●あればヒ

薇 >.選良蛙碑鉄琴観 t留恵み<b･tの与

炭の裁脅)をやって日 与力を.地建琴と

は食<泉終 象拝みに顔貌ご親行ナ急硬

÷tlかに蜜< いかに嘗<の虻をまわ さ

か//t=由 寄<a)ユウケンがある,

i . こちらが-書目たたlきたtl< らlI

占.(1)虎娘 .(ロ)教草 (̂ 目 口)から
みのす､ヒ番も出ましょう (a)固 Lr卑

j巳虚に仰 せがt4ケ同席

1._陳 農 一周 久 手 東 軍

ヱ 温泉ヒ象車.卓見a)三五についこ く膏

温か和わると､取艶と象産の向丘なLて

生やさしい与の透見ありません )

泉 南d)基本物産えすかしたl日に庫射 され

てヱこい3釣魚
3 (1) ど.J･Li,ニ)･1Z,息になっかし< lノな

ま1. 次の古a)宙 迩硬そa)古d)＼

辛味iそす次､古めみそ al
■
ー

物 の美しさとしとあれえ掩蹄痛

尺

式

の

ご

新潟 (寺泊d)鷹柿.脚 順け -患

部IJId)永久客土.トナミ平野の解析

一 息JIlQ帝餐コース｡絶え生 ヒ御

-帝さした ｡息休めに行きました.

(エピソー ド あ名前を失念しま

たが.7m )かん･Dも生illらし

ヤドヤのこじク骨次つ ,tつるテン

ったリしまLた.噂産金,坑で寮

左

内

し

て

質

し

Z:<オ(た土地っ 子d)オご､iTマ武人L:I

まくした泉天蘭にがっかり,壷先太

はお碑&生かして印象紬だ､した｡)

(ロ) トラニ7堺 大味やり己･酪 o)輯麻

TElから迩横平a)夜半ま壬ぺカみたい
に身中ごLたの盲.差かULころの
よさ思い出を洗

重 大覆すばち しかった人生et洗 鳳を教
え基こヒ i巌昏むすび､っ3ません郡上畠
とLこ収 か∠大空虜

t. 夷成季の各 日方々と本当に壊 したいLか
そ､す次席射 )かL)ませL.ごti･がむし
ゃらをことにふうカヽる-r蹄にはむてつほて
うち.古｡そういうかたむ5･な腐艶を舞わ

ずlためしんZit下さい.
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6 . (イ ) 拷 :準 (ロ ) 糞 賢 い ) 各 軍

(ニ ) / ♂ 才

1､ 田 耕 登 恵 与 ▲ 主 肇

ェ ′壬 日 永 夜 盗 各 日 )､ 射 ､ 与 珠 を 南 こ う 轟

と ･,TJt に 白 寿 左 JjT L . 壬 城 南 め た い と 恩 Jl こ

し l a + .

S , Li ) 北 鹿 茸 薗 ( 経 忠 生 と .(物 α 忠 生 と )

旧 ) ク =/ ス X T ト T 壌 ¢ 包 磯 尊 牲

大 き な = . ヨ ツ '/ 石 工 た ～ そ の 舵

押 ;-? 碑 略 パ イ ち > 17 -' 東 和 U 腹 壁 迅

象 fR Zq , 長 橋 嘗 出 奉 る 1 1た 李 を i < 分

は え て 日 ま す ; 琴 乃 L t L 葛 上 と 畢 親

友 ノ ー ト 取 /) ヒ 奴 a )上 と ‖ 狩 っ た 轟 も

rT つ か L 目 星 l 雌 t :L茨

草 薮 塵 に 入 っ た 盈 勤 改 選 婆 と 荘 良 港 a )剰

像 法 あ り 急 だ /v l. 級 埋 草 を 敬 ,ZJi.か U に

八 東 . 哀 し 倉 荷 単 へ の 野 鼠 れ 壕 か ､つ rl 畢 Fも

ふ A l た と 屠 っ て I l 克 夫 q 藷 甚 & .し

て { 働 釦 を 鹿 乙 ぞ ･< 世 質 物 条 件 か 和 こ な

る ･カ 結 や IJl lj 雌 草 を 葺 /v f r 尋 に よ 急

L/ 見 目 ま ま

I . 敬 承 藍 ] 守 ･つ た 轟 に 精 華 紬 こ 掛 尺 .こ ぞ ､

地 物 に 追 求 手 話 孝 次 喝 率 に 夫 ら 手 人 生

ヒ ア ラ ス す ご と .憂 え ま 洗

t . (,( ) 紅 海 ( EH 会 社 摺 琴 ･ 食 止 鞄

tJJ 7 ゞ 邑 金 (ニ ) 〟 .辛

温 泉 に 裏 目 夢 せ か 環 礁 7 番 線 臥 せ 熱 I

f/ D ご 1 , ､サ ヤ = ス ズ - カ ー ヒ し て か 亀

金 .鯛 崎 を 輿 逓 熱 雲 ) に い i i) で ､T .

冒 . (1 ) 適 硬 ヱ 年 の と き 凍 藩 亀 生 御 利

幸 J) L ヒ , こ 誓 っ た TT 鞘 . 茶 番 塩 換

摩 り に 笛 の 大 患 廟 に 7) 酎 用 L rl D

dLL. - ･歯 印 象 的 さ れ 空 か 勉 . 拘 置

尤 度 . 大 奥 啓 な つ か L い こ と ば か

tj fj ･ 先

師 生 乾 性 え 畳 線 束 を r: し た _. t :

せ ●- こ も ､,-B を わ れ し た () / f ニ を 度 日

た り t . こ い ろ /J Ii む し や へ ､7) を し ま

し ./i ,. よ く 古 払 /b 身 に し ゃ べ 急 ニ L/

吹 払 っ た Z , 7 ) と 牟 蕃 え 畠 と 不 貰 撮 LT=t

夫

々 虹 琴 平 大 蚤 互 怠 け 者 芋 高 級 鋤 色 覚

を 長 考 教 え て l は す と l 初 圧 ニ j ほ ､

乞 -.) と 敷 革 L こ 圭 骨 甘 よ か っ た と 環 廓 ･L

こ ま す こ か れ げ そ 敢 取 の 硬 結 在 .尊 苧 4) 句

笹 か 勉 褒 し な け 招 好 転 t) ま せ ′JI z lt L j = ｡

各 軍 底 を 希 っ た こ と t--1 周 T L4 ,.や っ て定 か

小 等 垂 と 絡 じ ま れ

占 . 末 嶋 で 1 .

ク 革 教 生 ご 塩 碑 L こ み た い ヒ 風 1ま 末

Ⅰ､ 額 岡 恵 葵 菩 主 '_轡
.i . 育 敷 ､ 畢 選 ∴ 見 た < ､ 輝 線 乳 力舎 人

･f L 亡 r t 療 専 一 碑

茸 で イ ) 遮 凍 - ど の 迩 塘 i 好 い洩 法 灯､

･tl:J l 副 't T･1 つ カ ､ た い i J'D と:圭 -守

?I: 野 鼠 天 和 二 巧 っ こ . 多 産 えれ 紋､勺

か L h '73 芭 プ 針 堂 _･いて華･'Ll'こ あれ

た い り Ll) 捷 槻 動 'て < た m tL ことこ

~ 三 年 の 晩 や 私 生 ¢ 卿 /?,魅 橡 zi､.硬 確

や 巌 豪 に 郵 鋸 こ い .< 13)水軌 Lくこ

外 ご こ亘 =･ ウ キ 十 E, 一 番 え た 入 っ

こ 卑 覇 才 芸 八 を 王 .W =こと など .れ

p - i 吐 息 刺 鋸 手 した ..I

tp ) 芝 の 欣 - ニ キ ･3)患紘 jJlニグラ ス へ

Ft, 白 噂 事 a :出 した ここ.

A// , i也 望 外 や 3 a F は 紘く 粒 質督 ぞ､泣噂 ･7

= L L . 観 取 と し こ手 賞 嘆 i卑 圃 奮蓬 La:

圃 甘 倦 め の う ち は 色 等車 17)ノニ トを こし

- ,く り か え L . JtLA象総 称 L llこ じ.と 琶 ′カ

上 に 和 之 . 新 和 二額 施 ヒ義 博 ヒ-鼠 呂 を

過 し 教 二と 引 7hkJ畢!,'､ら 上 え弟 巌 譲

社 会 の 働 き に革 す え ニi:,Jt呈 ･三 ､九 こ澤 ､

L た ｡ iA 怒 簸 L7才 .悠 わか最 知 rJ み riビ

二 女 や ら 泥 む 良 ヲ し ヒIiJ)解 汚. 惟 花 喪

組 を 虹 鞄 府 乳 量 亀 ,I.J ｣改良 で き -･,酬 )

､鉢 臼 に 髄 日ま L rl小

よ ′ 6 ･孝 一 轟 と 害 い 息 丁寧､ モ 'D瑚 社会

で 陣 索 襲 っ た とうに 木 琴 生 そ か そ･.j)Il駕

'k _ 島 も 猷L11息ブ 握 . 芝も 誉 古 仏 7ここ だ天

草 ム ー ドに濁 -,-{Jl,.′こび l)L ブ Atで 日 こ

/ ､ ノ1こ と,,i.う え ,ミ 吐′｣.ぺ 由 盈 鮎 鉛をi,

煩 く.や 射 )八 g ･.j腰 患 擢 し巧 く,rii東泉

こ烏 く L F フブ< l･ここ Lrr･--こ と 裾 )ませ イ王

占 .(1) 晩婚 叩 ) i･研 勢 (,15 7､､乳 舎

(=) 古 平

ク 巌 垂尊 敬 か 五･蹄尤 71う う と は 考 え て い

さ11./:,I L･'_.Ĵ =;-:+,二を J.JT-'二･_=Lh∴｣･.I..

･志方 ptt恥 か つ ,T=二と 五 八九､′乾 し< こ

鞠 苛 を甥 忌 :3)か 芥 弓乱 こ･した Eの ∈･ 濃 を

:･''J -I__ ∴ .I::,.I-.II.､J ;:iー∴ ･i- ':I.:.一
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山

ト
つへ

芝

L～,～..～""...壬
1...t事
...__".I..tM1..".tt毒.I_.ド
.t‡
董

P.

〃

三､そつぞ碑患rltな‖)ま壮ん｡魚帝舟の度

綿を掌/vfLや/)見せ/V.敦車!)の八 O々､
ft+ll,,封)魔舶 gErJもこ乙は tt/V針.ニ
T)一冬和).ヒp7JJj)いソスニLl.盈うd)
か膿-7)Li:､スタニス～Ll':ブタ

躍和 33年季
右'郡 奥 手 公 帝 雫

.乾物郁1盈ご3'.事象衆a)一人か埼葡
I'ThL)-)こl互J)こと-か何杓子町さ.I.LtJはII
乱1.
(1)長野奇包k.I.喪It.地雷

(｡)青汁L(l琴閃喪･'jl.克机 と
た.ニY.

はhJ(

現象の仇身と肥埋骨と/昧庫とんど顧慮
がhE)ません.地膚草とし､らもの左如,5
和こ尊者してしまったような乾かします
(もっとも､これJ組 め不戯魂の女勿乞サ)

Dr.伺/:ご･g砲塵題目こ7bたっこみること互
7.,､7-FyPL3､ナこ

i.号鳩で､ナか･相当か思艶.急転 .'1,.監
査 勺今.'Tiヒ■さしこ碗ILtlJく､あI.)点せ/...
･TlJ卜で.り梢押t'OもこtI)4､7＼単7才.[))で皿な

い71,しよう/･＼.

才 皆 久 手 主 や
_2.舷埠写LDB=潤す呼すべこ 例え灯 翼
竜ヒいう串象D解将

与 .払暁J)騎a)出泉串寸へて
●把淀等希ヒ味迩橡という健L‡)･特泉や
どi十一JL･ご府､えない私製中泉且ヒJj
港総.力演･fEV/･･/あ誓,｡
･乾固研乾 銀子市外円め漁村朗色r手
早幽祭を巌泉

II)1ツクかンク葡萄っこjヒ凄泡へ修学
衆乃

･白い翼幅与を力諭､リ壌土紋を凍って乎
蹄(bためIDフィー)i,トlガーダェィ.つ
1)竿にきちALえられたり 棉免と敷瓦
こらJET=E).

耳 温色は象ご帝藍ヒ勧 JJ( 包斉o)翠/V
乙女たことはみよそ線当む冊に慮ります
水準親猿 好江杏k:いう啄櫓己､∠年余
()すごLr=捧鹿か毎払｣′1下J)蘇.ziことと
蘇L"果したo

･教科轟ヒ審(1こあることモカ昌まが

三石薫も0,+)ご芭なtlo
･硬観なべ見遣盈 (.社会娩 LL)解欄に

穐芝草の倉為廟かかな))墳丘?ヒ思う.
白熱鞠夙公知敷名物車を凍<見る上ご考
畠だった｡
･I年樹状少なく定食野方として轍Zl.ち
つヒあbゆる企鹿部円へ0)追放良風って
Il呑｡

S 昏奇,D琴Jlf=t昇れ秀野を易<社会ヒ生
かナヒ杖とうLTーらよtl久を韓E=鬼風こ
入Atて真顔導け1を艶 ご下さll｡

占.定席

Jt 大,首席 泊 寄 主
3.べtトナムTE1度ヒ申し上げたIl a

博

PJと
すか 膏思ヒlIう.D小串雀もLLl芭3.

3./ト三岳こと外､狭山あ,,こ こ ヒゝ島<
ような大きなことなし

4､転勤かt葛tld)こ･.芝JほLHLf)土肥につ
-1と泰えるニヒ蹄ありま洗 ことに今
優J<_さ.いる九軸 D兄上由.日本･JO中こ.

{･冊列そ.こここの人疎生清次･.気候隻
D健4)包怒廉件J)上I二葉まふててl憎こと
を帝T77に慮L･てい去就 耳,椅r=ま 上
東しこ 巷Jlた見舞をナったあと.比容
遁めすぼらしい÷常軌〃lニ藩するとき
剣喝の漫歩か どLLな辛也を昏らLた0､
を考えこし度日ま3,

占､(I)歴感 (ロ)穀櫛工修身穆
(-)0才

L it_杵 絶 与 皇 帝
I.jE且な忽 吐日出､い手畝の専免
i-.(イ)四gltL.の額郡毎など腺 いつ

土腔のR矧ま宙卑rlつて宅百九の
た

ひ
ようしになっかし<思い出さyほオ

LP)静思ながら すげらLtl恩t戯由
1,,,象r)風あたI)見せLb

4.,T9ま1)温良_動状魅己杜筏F71L73:P､つた.
ようこtF.壌東庄わhJ)ませんか鮭 と､
けEt77っていえ～才れなかリぜ□

9.とて老いう賓趣ナ1-/
占.(イ)姥:鷹 (ロ)会鼓舞 (,＼)あ･敢全 書

しこ)与辛

ト 巧 闇 3!､与 旦 嘩 喜

産金ご卿つれるのぞは血 ,し･束生々 ＼ ｣ 5 仰 どこ0)蓮横Z:I.古 色の銘 に々泉Lj
-S4-



れつたE) 暮しや＼つr=t)LJ=革日出
部署LLtあるもDE.れ 監生すとa)Jjヽ

JIL畠tlj)稗食を碑た率ヒ-各も5･亀
麺類黙あろうかと略し.I孟ブ三

は)鹿本乾生ヒ写生たちとのさま土讃
Dやl)ヒl)など二

女 手渡頑すぐl二親嵐につ3:孟LT=.1)杏
(言9月aRよそ)叱裁き触 れに生か

せた方を寝ないそ､Lようか｡そる乳リな
いk:思う車ri･F'けこ･した.

暑くの知鞠かk尊･ごれナビ 亡ものの
鼠考/Jガト つ出奉れば 乏射る勉艶そ皆

ないかと思11ま或 追いうちに外軒rl巧
之ILl軍こすのご白木たけごなく Ltかに
･触 把軒t,iMくど繊 したllと落してtI

去就

古 宙かやりTコ は思って日吉うちは襲い
LlDだ芝うrltg.けitt.どう各島身L<,亀

ノ0

喪勘こあってほしい,
C1)賭場 L邑した.tu)食息勢 (A)

邑倉 (I)3'っ

ト 小 兜.とみ 尊 顔 岬

ヱ 弁償.D畝増を′娃みよ<すること.

3､地顔.･.L邦雄野原 鹿帝乾生
攻入かム不メ,iT)あ良ljはほ■うふIL)

E誌拡司放生JA(｣禽よ<卿を知でLll五

4.東食各曲毅坪をLだいること
年を経書にしたかtフこ忽農すること

aぐます悪才/了､え喫線もわHこ王r=叡
L:l空柔

絶境をやってよかったと患い盈武

_I.せノ監d)硯告も撃方J)生き方紋白寿で考
え慧べきだと思い息洗

a.ニID碑 いささかオ色二すごす指.

(ll)皮嬉空土 (fl)木琴歓呼 (/O 私

費 いや 泉質かLb (ニ)停年
珂泣付そああこと あり黙r=もり乙恩つ
こいま九

鹿和恵4年孝 蔓

卜 大 鴇 朱 子 一魚 敬 妻

乙 端封乾をひ弛 主従か-ら 梶と敏郎 蔓

-;一三 =1-1'_:_./- fI-:-=-~-:---fr-こ-7'∴

…

いとし)うニヒ.

ヌ アメり利 潤 琴を･よ=こせ立 至

.型TT書こき､:モ誓 1･-II).T:--1三二:T':71J･占-i-･亨 ｣鼠にせよ.よく知りたいヒ私hます モ

ー55-

)(綻 乙＼Hこ症 等まこ､L宵ヒも置-ill/Jナ

ヒすごしてきた包動D軌か尊を考え覆す

÷とこLiありまま

3.也硬- -肇.泉卑IJj山歩きだt綬え
ら4(た嵐東風生tj)壊脚に薯を上げながら
渡海2)盆石LD亀を-一生患帝メ.こした艮潜

適顔に但まっこ 血嘩ヒ銭誉れ封 ,(足日
出がありま克 グJL.-プご 象間を抄‖)
つめた九州煎行をしたの老最新ら),(なH

ニk:.教えを触 曙.教生とZ,み及鼻と

{鼻血につき食えF=こと酪 /#番(l患顔
三.し7こ｡

4 教星章琴乙たせ.Dを.琴rDl.一鱗 ヒし

て弟かし享年ないを 平凡社家庭¢主婦と
L.こ轟｣己を盗って日讃鋤 (て肥選琴を寧
Jlご.魯祭や社会監 督琴鞄に老衆ナる
凍慮左与えられたことは.とそ古癖急戦

そ､あったと思い息5.

才 1<尊びt.よ<温ぺ 単ヒ射線曜倉の
喪環繋tLJ終らなくui:･.周れ白寿恥らり-･
二丈を.勉象しこ歌い ＼ヒ思い王l).

i.(イ)姥二鳴

卜各 軍 笥 恵 与 も 噂
2,性喜甘藍

.5.櫨脱..良港 甲郊柁老 値久朝巡腺ノ)

患部.免状戊亡)耶鳩などテ-マ&吸え

こ(伯 くこi牽適P承ご結味わえ射 り毘

山.分想い出か･あり葺J,

4.壌終始には.つI-まかり郎),fj互
物¢養え奇 鼠苛に鑑定っこ日吉
去丸

a.ヰ乾しこしまうと衆女卜山東
在日.7)水塊巧ヒ韓琴芝jT.

bi<,
い

も

ん
風

損

tJ
と

bIJ

61(イ)殊憾 (a)食紅圏 (Jtj魯魚EIL{

配合そるTr,I)ませZ-,(I)3,% キ

L. 色 野 ,亀 相 貌 細
見 ヤ二手の地主L

最 (4)固喝隻全乳tJこ斬ったjL酵把号へ
ノ巡硬

年 収浮草,J)赤恥 二一･ついL=胃∴ 日-A-1打二
･･r,IJ～. ;I:;1舟だ_I.i:え･?.I:ノ)一人､ii-JJ'.ml-'T-/'.･_

尊は碍立って1､る
右 一旦凍あけJノAtaような琴耐 暑31.

た哲を鼠つrT稚よ･'-)に

i.級:鳴 (u)桑畝敬 い)か乳倉

揖

t



rニ).〃才

7 粗食の矛-轟にそっk:.ヒL/vk:/U出ては､

しい｡昔来 た､けtD登 71Jと良港を乙-,てほ

しいゥ

I､ 藤 木 友 子 卑 即死虹花蹄妃

2. 日7T,j(の過る王ひ､し<.官えてはいら

れないヒいうこと (碑に =0)四日か

ら.いけFT脊のみL出番をかrTまLrごま

ノヽ

ノヽ
イ
ー

ー
′t

こ

l.TT'
四国へ適.橡aL.俄 本丸巴 観山エ

/.Y.Lい)A:ニヒ'...星.f岬 JCL鼠に風潮

d),議iD竜三

uJ) 主任J酸軽t}iA気化･'LflニY_(鮮 監

生一一>勧 丸B:J

4. ど.てi･よか つL と足います

壬 他匠ID寒しさ.;策さ を白骨ご見出L.

勉為 したj?現高 (f=いれ lの畢生は予鈴

終了鎖そう掛 し そうしたいと..思う蹄横

息 貧に出てしまっているのat)芝Jtと草
生生温 r=1 11にe鳴堵 しこ下さい.そ
LP内BPt'なか,rJ.かむっ''かしい.占.も鳴

山 崎 和 子 主 噂
､.～,尊Jこせ王らJ(てL7T.すot･卑 ら･27虹と

家軒=J息晦ま.日こ凝 り まS.

三 (イ) 青年面に参 りコ.したか.僻本FtL生

ヒ､低次舟Jyt4.風邪.食fちとk(つ

T=.='<八竜疋ヱ竪琴f'GJな迦竣/く1-･番

印象汲 11麻.そ17. 苛J:1飯本魁と:D風

Lり､､ズ殉 pA､はく､く まjrt=FTL土とLて

のjヒ陸水薗白かったLZ)で-･･･)

(ロ)モJ)他にL宙を且ヒ､けこ値 毎承凍､

JRl)っ/二速埠を托し51.iLA■.そ4t

等L釣苛亀沢C1.酎 臣帝Lこ軒 ちな電魂

だ1っLと.碑 J帥二遷11机 ′TらJJ,-I恵

三艶E,__-FllL-I 轟史TIiも1.釧二疋晶/･.TT1-1

T

A/､ 汲む :L･匁よそt./}鑑琴と侍移JU魚 (i鼻
ETご翻/J/冒.,?.)1/LJJ:_い駄k熟字孜L日.す
八､ 日づ廿はtLこかJj減免-･三'i､つ･Ti叫)L出
妹､号J)壬出 っJL//I.､七 聖･tli,熟大隈にr
良む1矧 -J 蓬三二･在る-.守L)ご圭

6.(∫)撲滅 (L日直l亀鑑濃レリ熟毎
(こ).三幸

略和3古卑キ

ト 垂 木 薄 手 教 締

3.教南信一腐 生為摘草について 畝に根

ない艮‡ヰ 生菌こ引こぼと､a)麻にLr=ら

山 崎 葛 日韓をなrDませこ執行サク観

でかしすly}こIl孟Q. 定.･.D私見し{J/F'

しすったつよう!=な fノ.･iLたかb. JJL
見界泉Lr=のZl､しよう､′俄 J)良さよl)

卑 lIDTT7,,tいうとこうこ､L･ようカさ 少しす･
･･'施療J)nl針 二度'Hlた いとし *.潜調印

古村81こLJ.A. 生いきこ そ六郎うすi)三一t
息LL.(ココハ爪>卜をす.)

ち.勅ヱ敢たもっとや喜べさL､･つr=という穐
膚//(tな/Vとtlってももにたち恩Il損ヒい
えLi･''､小 色告とありナさて鹿ふDlこ掛り

7iJ. 買う苧う 叡山ミ/Vの′′こわき一･

dJ､な.11つLベ巧むことば-QJ)や っこい

こすコラし嘉ことか屠れ っ仁から 教岬

に/'すって.あ･7)触 手か､(lr=ら廊為ヒ日

･-1とJJイ79ごLたLの. 乳生東 本軌こ
申し乾 けご三､tいませ/Jで､Lた,坐_4･(なお､
し.･rJi'乙つと良い生後 になJ･,こき怠れカ
Z;､凪ぎ､ユ リLこ.とお許し下さい.

+.写生J)ころ､ 要して一手泉LていAI't!.)く
というもの. ニlは た 鶴 Lこい:iL.た

批鑑Ju甲Iじが句lJ Llか つ.p-.小k･,ごま 本

壌/..;どこr=を,岳のか不勉泉.3)ささt.)TJ
r7TJ '汁ごしようか.重なか空の泉L･1分
-て ･打り･1せん爪､均の鼠か _取鑑を学

/Vこ･きf=こと才こt,iさといききがしこ.≡
JD修色々k!.原作ffr,I)二丈ノウが 穐蘇ヒし

てよかつl｣k.私う承りこ な っこくは 1,

bT-.こJtb/i.机五指と思う真空勉馳 よ.

虹金紗蛮去二二J)謀に4

g (イJ E7線を商くるヒダし私祖'ijtbとこ
ろにフ)､tlこ葦略 しました｡

tu)科し､担綴れ教輝ごま 措け､ヒ那･リ
なるのこ･1.L､･･･77-/')

(/リ こす 乱撃こ､プよ.藍を/･-.L/～こ碇
1-T.ぅLll.辻//,

(ニ) 句:･-i/Lj月度lL i.7i･=･､仏が癖土
,･J.軒牽 希とパ 1=-)わ けこ･丸

卜 竹 田 久 久 手 貧寒量産掛務
iJ､ ニ J)歓 L監 乱れ るヰ玖 J)二と (錘三党

や､'(,与且 を苗 こて 1.トで.rlij).,D苗 亀隼勧め
-Sら-



ことなど)

ま (イ)香とな つこは.どAtiL華.Lい愚 日

出ヒなつこしま.目貫した.laL j鑑
線の喚JつL据-ト践首席ごした..

机 竜 tT)舷号. やはりか鹿渡kr守った

輿そ,I)親行孔印象に掛つこt草 丈
耳 輯息射 鴫. 乱臣.･D社葬ヒる家庭生島

ヒ{, p)まリつ操が りを.見出吐ませ/J.

_a.穐濫琴で▲そよ目し 芝､かぜ向LTT､る琴線
あきを√7)を 丸容に戯Rj-:5こと_急と

言上)こ本と渡.むのそ･封 ＼空､しよう,(これ

らは衣食に損こし急うと軒守を美恵<な

つZ:しまいま了 )

占,汁)経侮,(ロ) 后妃､思 楊 腰 増感岳)

(hJ 敵簸 (ニ) /ど.辛

ト 困 痩 せツ 号 木琴好手

ヱ.酸度 隼

a.(ij-/..碑輝堰穆一糸本選亀鑑 2,来港

一鼠木像乱生 ま Lh暖 (取尋了か

Al)秦.穴 ノ碑豆 .鳥堪静 ま)斉落

度気象旦 4. 果坑.麻渇-蔽登も

商え且 3jL.錦鵜 ･健滴一飯本 忘乏

鼠生 占.開演iu-鴻池私製

.4.混 原

f 写生D卒寿zItある勉盤に瑚むよ;,lニ星

む.蹄に透りで日本ヒ7甘r昌回豆や与太等

J)畢生と_しだ. hかに払貢べ きカ､去よく

患え三.ように

ト 食 草 鼻 音 童 革 _
大琴芝㌧ 推泥J)ユキスを9､Lごっそりま

7

2. ア丈りカJ)白鷹こと人間旦溝 .及 びア丈

目方の聴き里教 轟

急 はじのての暴瀞迩兼 愛林かLt.いち噴

こと席､丸乱立と. ノヽンマー ク りノス-斉

一･空手ヒ何となくr=たいてみたf) あこ

こJyた l)Lつつ. 空しで頂t濫 凱 ＼生乾

与 J)丁目 亘′払ったこと. j)tどろりた こと､

4. 敗 稗f=骨鋸妙に舵厚水生β＼されては

t.1意せ ん桝て 新し一朝 て▲,いっそ新鮮な

鹿 轟 音も ち､ 白餅 1宅∵7)ときみ了くけ)香

息 .本 賢tによ歩､つたY厳.,'u lまF.

キ 琵藩 的 -鼠にLU､す､

一 台脅 1)邑rJ､乳､ノ好か的だ,/つチつ

･･招､痩歳 Lp.i1<二と玖t非勢こち

摘 こtT7)[)､ 生 きた耽選と在 ってい く こと

音しまう一占･紛昌主人,碑蘭は針Ddtil,,れarvaニーti-(-'(I,"レ:-:,-J/-L̂;,一子:i′し専(,>･:L,::･L..:-
a)府 艶窒⊥即席

渚を瑚 軋 はじめ､親 をぬくくかま､ほ.ピ盈
く狛 lぞt･Lよう.

)､ 出 島 私 署 皇帝
ヱ 禄.<二晩止 (4 日3 E日 に長野を出産費

し.果した11)石 ..チ鼠色7)ヒころ静組 ,.).T!jt)

奇t=,うilだいろIlう磨えだ†州 立洗

避D豆喝.藩,D五格､乏4日ニ薗牙という

Z,I)左な/>ど¢＼上音 に便 Itl骨汀だ l!35T=

Lは 思い及すか 患摩渚帝.1)脚踊害を賭
.･1,りた11七各Lt､蔓､丸 (私軌 :二百日)中萩ご
iltいまだん､)

ま(()飯を.凍iR/畝埠.蘇れt鮭発生藷の

御 岳轟 -ti.轟脚と藍tt.冒(濫 ださ.事73･古
木やテしどなどこ､監急池島u)壬J)t=a･4(&.
壊し<農相圧 こ〕よります.み教皇Et､の
忠生号kl･1号慮った‥ 己っと楓L功劇1
か/ぺ/A/=碑 す嘉ことか L7T.皇たdlる

iA･壕なし否d1.),ニY.!ニ軌 .壌T.
tu) 迩橡 L府 - 卜 別 痛ない款腎性牟呈
L華(.11とJ一}21した玲

U.吸を産は勘連 J)耳目 l生活 を軋 って押 )

yjか ,鼠勘定系 める.･lt抑 二時 TLU艦隼

は 天童背鼻 なi.J)Ettヒ勘 は す
i.色尊牢に艶象しこわみなl叱 終ぞ､ !~

T/,ゝ , 勿鉾,fd､いニkZとした!1ヒ喚くニY_

になる岩._しよう. (鎗藤 井､ら)

d 一･5)詑盛 ぞす くLH 東大細含 (/,)

嚢モチ (I),?.冬草度圧

巨 像 遜＼迫 亭 主 一時

三､ より車頑な鼠盈生蓬を硬式鯨Jr,星解熱
-Jl'rlI!r;:･i･.,帆 ::_2:I,_′ ･1,,:/ -.:'LTつ!̂ /: ;

- ./.-J,/ ;∴ ･′ h'.,･I･::,寸,<. しちJ･-/.lH■
I_::.･､二三｣､.I;JT一.:t･ ユ ニ ●--t'.芋.lIl･-J -.
.ll-1ウニ与-ド:7)御激甚 を-JE-1出 て や .･再･二

八琴錦ノ吋を掛 ＼出す漆芸サ 13＼iD,

日)/､ 琵滞 (/卑生 林木取乱)

=_Y. 山楓 (鳥取砂丘など Hz卑 生

:･--I:董卓_王 .

ふ 牽土ヒ (5卑 生
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タ､

雀 釈凍山 (ネ年鑑 壊乱鼓動
tロ)一口で五え甘 本堂にrよさ藤他

芭七た .革滴 こ魯 Lむる宜し 軌埠
L恥,-卜 竜一L LU､7)､

熱牡に戯えて下さった滞乾生に絵 本

㌫に軒と亭碑 .(偲 ､碓曙斡 与鼻につカ東

か→た株ご丈 漁色とつ琴射り頑 Lは
せA Lo むi.感常 lまどろあれL k.万汗

･う郎n,.D琴研ぎも在 朝南という瀬倉た

･恵別 (T=草薮丸亀挿牡巴畢(,摺 1:･
iT 解式慮 敢村値上 げ妙磯 部tbてこt鳩柵 乳

∴末加 納 細 則 丸る1')一卜J)蛋革
苓軍 略 よく等Dl､産<:B席なさウこ
.社会へ出てから 永 日人格 み荷主とねむ･
dtん串を､ t

J払帯紙 めか藍の祈.&'.鮮紙 過って:
邑上_け宅下さい,

6.(II) 既婚 (u)早着 (,U1っ､監合LT=

訳ごはあり息tt/Yか_､ら革帝王tLようか

(ニ'毎ふとbLtdT･レJ 地毛.チ
ト 昧 温 子 牡オ会席異

見. 吐串 (社食風砕)LJ象盈 (与取3.A )

と叔 ･-& 偵 主 鹿え.平和 ,D日本 ). ･e

JHl打鍵7る旦凍ヒ し て ●.I). 白一方 D生三

を.につIlこ

五 (･17 県別 ､卵塊.饗締山 帝

廃車Ir即 日 林 木 J

y～.正瓦lこ与って 丁人え他度号 ｣7)琴蛾ヒ

LTIJ)稗を注出を疑う 胞L r邑溝だ県

I)TtP.印象を抑i(.糾 こすキビ11う患癖､空.g)

｢綻謂:旭 等 ｣に取か'しこビロー葦.{Lu LWjy･箪 L･_空車ビJi 瓦蚤閉魚ない卯.批

ni'､卑J-俸;'･yvL＼T 竜一､ 産｢軒･J,令C.L

そ唯ri立って圧こと巌う.

千 ｡鑑滑琴､T史普 追撃畠幽塵絢に苧

打､/.iさしLk_llう=_ど.

･木琴朝帝と花嫁確報上せナ.h結亀埠
-I J亀 Lr__え/､ .･ご･.T:ノ-7'-●J, (..

･哀し奈･J)希砲 ヒ結 束L 粗動 月､旭
汲tニ嬰カナ三;八に _

t.(1)姥二鳴 促 しt吸取ヒぼ触撞巷漉 し)

LU)把方去研琴 (,i) 赦免とIlう射 jl

は 舟 竹きC.し くニ) ヱ 句 牛,

ト 璃 米 華 矧 等 教 諭

ユ ､ 生き方

5 天山fyJ)｢ご 才､門こ潤 <はか円蓋せL.

･ヒI=J＼く良ti及淀,良き思い出,プ)番目本
草生島 だ､した｡

礼 粒度琴な寄る功 し考えか こよtj よlj

釦 磯 節に五つe:増車をみ各賂象FJ)身に

p,ぺ DEyi愚考も言こと し尿tl且丈

か 大川こ磨泉 しこ 一撃漫愚衆fJ>a馬軸
;-1Lご下こい.

4,､A?～S (イ)

ク.鼠藤ヒ家産k亨南て (r慨てQ)はナ･)
と 1)3年且てのELやたい九に しこtl<外
史尊臼考えて日立1.養休-.Jkる釦こ

Ji:tで 白骨国幹ガやや走査Di-jr/4番
患え5せノ､JJ(鼻ことfKt多 目で1. を壬壱
af/'3)韓宰Ii:-一つ一つ教えJi'llくつをり

7Jtt鴫1.

位和36年子
1.静 岡 良 子 主 や
ヱ 硬直のところに温tト遣いや?. ワたlゆ

きだ､めま<･､る し<動 き糾 )る華やに 1眉

甲ふl)まわ3れこあ､7)ますのそ昏寿めし

たIlことD(LZI･きる晴好7細 句ヒして作り

出すかという嫁を各 日を過⊥こお ります

B L /年 t'芸貫諾 )蘇- 生

え卑 Lt絶伊半島 頚蓉嵐 五

平 舟 壊比払
3年 :憲郷原屠 武 史生

卵硯 師 承坪乾生

夕思い出 しEも笑って Lまう瀕を腐 味な
こと璃しい掛 1出か重々あ,)ま茶

4L. 度丘つ血bil.)は含<あl)まttjC/,
~■~一.~■t,I
I蔓

i

一I~

高硬麻代 牡窪か大塔 さぞ･惣度夢を妊仇L

a:一生a)比重ヒLたuヒいう夢を占って
右捜 琴希 に入学し鼓した爪､_･塩軒から比

鹿の曳壮 者･卒渡をしこからも牽<牡理

学k.索肉床息在庫 定額しました. ご名 鑑

窟草色 琴 乙 だ 二 と ぼ よ か つ r= ヒ 屠 っ て お

女 や り た い ニ k h itを き る め 節 季 a ) 坪 を ま

東 な ど 碑 劉 暦 象 i , し な 久 っ た し .

日 に 底 乙 た ､と い う 轟診 療 古 な く 衝

ま

軌だ

学 務 に 過 ご L 2= L ま っ た A 年 商 だ ､っ

孝一慧してから篠路後しき.したo

よ.(イ) 酸魔

(0,1怠± 最終蟹息kに

拭

柑

如
.
i

-58-



務 い ) か 鼠 金 t=) 5 才

I､ 坪 瀬 策 他 草 生 1時

2.Hかり=歯 身 を 高 め 芝 目 < か

3､酌 放 線 (爵 都 禰 承 a:ど )界 乾 生

//昇 か 二 速 壊 二 千 七 ェ ～ ノ 亀 ,,

tD) 辛 弟 紀 行

耳 頂 画愛飲 な ら 埼 四 囲 廃 曲 率 d)軒 に い て

i あ ま J)帝 巌 去 ヒ 仇 .k'吐 奇 tlZTtや つ て

いけ る t.- 抑 え ぼ こ う い う こ と な の を 性

急いかと老えこい要すこ

Jt 瀬も柳 1,Dない.しかし頗る.臭突
ごある雷魚.ぞki絵暦象しこかかないピ

物象するヒいう二と.

占.(I) 酸蕗

ト 蘇 寄 集 泰 阜, '皇 -碍

ヱ､膏乳
3､JfJ凄ia患生の輸 血壌

癌ぞ生敬フ外に一題 空木くな った

岬) と!)とこてなし

4.象盈生弟と腔度と結晦殊なし
女 腹かな人柄 を轟めぐ れく簡壊ヒ免を
盈うこと.

占 (∫)辞鱒 (ロ)象鼓賢 (/t)見合
(=).&才

7､土 属 島 森 寄 主一一帝
え 郵t:ヒ1)たてぞいう任と廃絶i:めあさ争
覇 リませL.

a.(す)長殿 鮭伊学風甲府漸進虻渡
'T 卿甥野d)ゑ臥

いす･如竜密LLl思い出ばれt)を字の
芭㌧短い歌歯に綜 ヒぞる孝につく

せ真性ん.

ほ)とぞ古楽し<すごし鼓した｡

4.1監置琴そのものや.毛のごka)雌 琴

始終 ヒか仇･今るつこ良く々つOJ)ませ
乙.あま7)に腰倉的判断かを零すさよう

ごダa)を｡ただ野となくあkl/0年名す

身･(ぼ一挺援軍絶道議頭部円か解け∈<番

ような範かしま克
6.勉魔魁東急4-ヤー/ス去二乗j輝‡塀Lこ下
きい,

i.狛 艶鳴 (LH 公務簡 (,1)乳倉
(ニ)4年クケ円

首

里

朋

た

-

佃

…
｢‖｣u
I,-
.hノ

薗

琴

あ

古田盈革フ(ニラLトー

葵町工急啓壊

2､ テキス費イル ､アサlイ>)=晦

や二郎やと養えZ:llまS.

a (イ) 弁え生に比直へ塵Jててt等っこ

た､きました外 乱生だけ三静夜台目1

三三三 三三 三 幸菩 三言

a.わ才くわ舶一区1大いにと甥こ一歩まし…

たg

o])巌は舞鬼転ら一抑 L=

せjl.杏.象琴や ･刀あき日. い寛ぎ研

zi･ゴロJPLZ:あLI鼓したとこ.
a

芝a)ニヒご･乳山王んから乱 し/＼

真

夏

卿
下向をいたゞ5ました
.
廼載鹿波

尋恵に思う珊h(皇速ぺ豆こ後llま

しこ--.･･｡菅a)碑野山iJ
Lに

は寒だ
.
知手エJtみ一
人L
,
かいらっ

しゃいませ,乙e:tした｡
4.
皇<東萩に温したbD卑噺ぎ.したや
夙:

誉れは 畝 か 7.ウタラLltちった

うだtTb蕗 を.他0希に･島こも孝 いじヒ珂矛

だったと思いますr--号｣をん各

尊び､ませ∠′そ
したし現在伺a)つな氷り

古あt)ませ.i.
fビラき･養い鹿野をお碑ち下さいます左

.
?.

i.(1
)免償ご･す

lm別に草薮綻ありまは,i.
(Jt)(二)叔行き釆牙ヒまか吐ま洗

昭和37年率
I∴丸 田 晴 子 畳 ′碍
ヱ 3詞に首級顔･連署dtましたd)だ..萄監

甥に争床を商こなか溶出凍る後車をJ安め

三日意1. -牡鹿けらk'Lるようなるのは

食いをしようカ､､

3.絶敬啓.d)永末象生8)慶雛 薮a)線d)あ､

竜磯 ｢逸勢 まノ､シカ古顔春⊥ テレビa)

天気予報をみるf=押 こ抵韓艶生の気候革

に甚しんだことを思い出し豊泉 ヒZ:古
な1久しく･-･敏帝乾生紋み泉範をす

ガ＼.
ものの養え方が現象昭に酎 )軌 1かこ

空身伯 それ象りに喪も混経つ芝目る
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軽薄草 留学盆と､そ 麹産的粒老叡配

れ .昭 ･腐免ユA,(a

才簡敵襲択泉bj,LT=ようと風う,

∠.(i) 匪婿 (ロ)サラ り-マ> (左手乾

酪 (′t) な),t金力 .(ニ) /dヶ国

欠 各床a)名前･--丸田伴季 ようし<ね/

ト 碑 田 島 を 敵

え ',主コー=.か し,y ヒLlラ穴琴鼻筋

3.tl) 碑になし
tP)辛 .顔

4.改変癖琴的i♂ 3)老え矛か卦 =つきす

ぎ■たということ.

t. tt汲鑑琴 /YにかたまらなtleL敬い 1.

i.(11 未億 年令に僻線Ta:L､ モ夢さ

のある人.乾に一つめ二と左折愛を5急く.鮭車D)上を碗カ モきき八.

やつと亘の人を鼠つけたようをF.

ト 約 四 敬 子 テレビ-T･･イレククー

(Cr 軟且凝着 )

之 . A.噺 =ユースを ｢日本0直をJを

主ヒ堀当しこ日吉のzft盆を由塵.

星 野｢い ＼象轟イ<リ.
C,哲仰名d)田鹿

3.日)舟患生の鹿硬ご･大帝1=疎らJtたニ

ヒ. (李朝嚢)斉希え生 (木峯)zi.

豊艶がみLlしかった=ヒ.

(Dj ｢/､ト′D盆Jl=入ってIJこ 宙泉

a)家筋蹄に蘭L.だAFt'厨しい軌 l出

車線D甚替る.

東 泉かったと患う.一項 的ヒ位 ジ､ヤー

ナりスト (め-痩 )3度轟をしていく

るd)ごと D とb之矛d)上を 鼻敵性軒に

p粒度始 (線色砺)敵方をしてい8.1うに
愚う.嘆捧締I=苦節東玖慮 い elcの圃

塵,iD折にどこへ行けl言､よいかわかるし

.六､天気,J)ニュースを轟く時は 故 梓定盟 に

麻謝している.
す 敢行之を三石かき､1)しこみ<こと.

白歯な蹄舷 大日にe〆師 # しこ下さi),
よ く[)監鳴 (ロ)親風紅酋 (′､)るちろ

乙 ････ (I) 三つ塵 H

ク 色尊平はいろIlう東西を太って()たか

閏 より呆畢生雇はすぼらしl).

艶暦琴の碑ギむ あとか 堰卜､患蹄に役

a)そナノ棺

ー
h
ヱ

rn

食 害 こ 平 針 高禄勤務

比率ヒ豪産k_,i)バラニスの固蔵

(i)蘇朱定盤と狩った象,:帝途磨

Ltり 各県虎綱盈章動二痢丁冨こと

軌ワたこと

索 敵金串姓選の忠勤 7.蛾 っ宅LBミ

A :なく横 力をLは･tって生後に教えS

E=倉クてみ真打k.卑生蔽件名r?ど

飴に立錐触学習@)をしてみきべき

tJ

-...5
1L.郡
.&

･サ
融

､

巷

溜

泉

轟

だ

う

一

たと愚tlま3.(そつと巨樹 に虹t

占.嘘 鳴 (｡)食草熟a)凄 (=)ク卑ち林､

Il

L 秋.気 象 恵 子 PR鹿泉

2､膚雇¢藍周 (敵と軌臨めbLt色目日韓の

中を〕

ま (イ)大歯 ･頴1多気監ヒ ､--･

(口)新軒サ<()玖･かiLさくて世塵の
ノ研乾生へ任命1)よ7)つかなかった｡

4.たまたま他#生身攻Lました氷 像直
の生名lこ煮てEl 馳#とL)タ琴線よりi･
4年向4)写生そ嘉と日う食席次.乎何的

なイ主を.綬立ってtlるa)芭喰女いかと

思lほ 克

よ しなやかな愚者カと は Uラことti

たくましいということZ:･す)ナイーブ■.衣

叡垂 艦を大切に.

i.(i) 鑑埴 (tl)コピーライ4-

uリ 敵愛 (=) 同年今 (ヲナ目星入水'
i)

巨 木 田 島 亨 大学御重

ユ､仕垂ヒ象夜をLl創こしてう急くやって

行 くか.

ま (1) /年 泉水組 と豪帝 (釈)

老躯から甲帝､身Jk.詔孝 (農)

ゼjT.1お素手かt)を麻っZきてくだ

さいました.嵐東泉監d)ミy)<らかく■

み空路をたへるところ'̂ヒいうペニ
トマイムをふ.しら〆ませんb

Z卑 舶 忠生ヒ伊賀上野.寮監

声準
譲汲姐 はたみはなさ升 席サ

ツトビ二/を滞ってLlb･?Lや tは し

た｡乗取や音大のせ建直と泉選者ヒ
1たゞき'7'=爪リつ 大11

-60-



箪L)あった0之洛11出します外､宙
につLIZ:ぞ･あったこか ･fつ粁))足日
比LませJC/.

3年一 考を乾生-.･大境犬甘 斧
忠生--･lb鞠東 (盈藩､臼患)

4年 庖井私室･･..デス
.K.四年釘Z;Ef.あ葦I)7こ虚し1度廟にわたき
たあ こ如なら･-･.とくlj索さかZh7｡
7イ｣)LI-i:･ワークをと去食うため.

碑東首級けこ咋<た掛=由 や凝.にあま
U息Lぞいると任思われない.そ招く放

露d)草野杖･またまた畠Ha)杏.
よ 各署ぺく軍日和二,ニ4･tから免の色々
をことを番えてみ乙ノそ0ために必単な
る功を宙倉からT んゝ石.あにつけてお
いた宙水せいヒ労いま渋 く一生d)生3尋毅

計をしてあさJ
i.(イ)桝ノト招 岬)観取亀蔵匿轟凍封全

敗 つとめ各棟節度_ (/V 孟加東

L.た. (亡ノ/才7ケ月ユダ甲

膚私3芳年卑

1､頃 複 名 常 数 簡
2.3年敵 機威名との劇農耕㈲を(1射こ
丸東王珪るか.空0笹原から 日々 免

考慮左終えるよう韓tC嘗かしこきた･草
壕の放泉 猿島.お茶､私 そd)催 遜
線.すべて紫しく嵐んをいます二

3､(i)と､の主虹硬古すべてなっかしい思い
出zt､克

(D)大蜜蝋 '､盈Lf.1泉ヒ留垂線そ岳
醇リ起したこと.,/占時草に憂慮を
香魚を食べたニヒ.単車究め単線に
/o舟温まご草蔵に錬ったことe毛と･

4.直夢牽琴乙だこと監顔頃という比重0)
甲に監玖しこ日高.地建を琴)5ぐことによ
I?乙 監軌跡こ.物多良控腹する等塾･鰍 ぞ､
き.掛 港まった,

_4:包ヒいって8. しっ牟リ勉象しこ尽し■I■
L.).凄動産お菜大生を高く闇ってきまし
た.大草LD尾蛍を常吉ためにち 空躯だ
けd)果カをつけこほい1,また 草生,D
蹄に 欝いきlj康行しこおくニとる革串
に鏡に虚あま武

占一層下足資や薫れ 凋卓は.大学掃代か
ら親しくしてl庭大空.3年の鳴動顧慮

-6l-

ユニご=ア 年率は同.琴 (ヱ号
/たJG聴衆l=つくと 熟鑑ヒの

廟三か(.また.邑畠の親身の塵乾乾喝老
碑よ[).むしろ.琴生鰍 の者か県費嫁
を腐らう暦象に亀豊新まf_喚輩確壊.
Lつかりか､JC,涯､って下さい.

7 大雪辛東敏 郎 嘩夜に繭壕に励下る
釧鼻か凍h･rtiまと香里するっ

1､砲 JEl落 手 コピーライター
之､飼jLt孝は.頗そと者政にわたって【成
す恥 そろそろ､息女t=奉仕さき去よう
肴ライフ77-タを泉顛把老えなけ才てば､

LヒHラ二と次 費も熱くなってtlま或
五 山 ビ∂適頗る.み恵工ピソ-ドにあ

Ji朋子t､て､昇Lt偲 日出ご洗
(ニ車に･野乗に顧殊のな汗捲卓のニ
ヒ勲 .

(ロ)故輯監生の~魚曙琴のデス,ふ一入琴
草そくさしめb才て貰したから′

耳 台風.人女.鈎薗空中姦目顔衆Ott終ら

A:Lたこ虹を.非帝ヒ魯魚簸た乞足つこ日
豊J.奇の鹿泉I二見嵐象顧風圧あL)ませ
乙か.勉馨を庫攻すれば､.俗名遠､毅乙･い
え灯 -歯つ/託しが､勧<とき引渡東 そ
d)まま生かせ急のか.承る有初をあるこ
と)=tj:ちかいありま吐Lか

よ 木川こ琴4空くrtlさH9度'架,カ柱孝艶
してかbご･盲遅くあt)ませんか′

i.乗魔 3各段鑑ヒ頗藤の牽亀.
召良し.子鹿点線 ヒしこ.LETlL
卑更三毛)

卜 轟 施 遺 子 高禄J酸滞
ユ ヴェトナム同風 桑殊みの葡行 直を
金原受

3､日)慮虜由泉避線 番大患生d)倍音重
曹ヒ豪産a)食撃.池口帝適頗 (養鹿
乾生)に便乗 乾生のrrJ._D度日こと,I
同朋d)朝練壊ヒd)島地へa)二乗狩は賓
し執った,

LD)サーク仏語財の矛か麿妃､草.よ<
艶理科を辛党したと感謝､Lてtlま或

4.番きそ､したa召､する噴泉章動＼さl'L
こい喜ヒ思い真東 Lかし 媛盈a)身血
な句風盆地 勉患丑儀から虹bえ孟訓頗
恥eつ 1表才こ その



泉i床を竜野噴.を今鹿本から勉象Lなあ､し
こ11真東 (教える必皐玖あ5た.カだすれj

i: ｢腔援 ｣とば射 ノこらないS:,局矛面

の東門患 ､たとえ甘:｢史ヒか鹿希 など

i大 tlk:綻意なけれ 軌 1けなHkl思しは▲｢

邑言

a.tl) 碇感 (｡)叔呼 (/サ 蔽軒 '.
t=) 耐Lll年

女 草葉した換るみ蓋いd亀賂* J)と()
k適 う i･Dさすか なかなか 稀*-かなLli-こ-:
のDl噛 みのた点き克 っとめだみ声I･(ち(

方空､象d地 車iやってL)ら9･L･平素 5･
一日a)上亨な庚い方を孝養まLe:､にあ､触ら
せ下さい.

･卜 千 村 路 子 互.轟 1

2､ 現象 L/年半tDや をとこ高El,9与鉄8.

- /C河に監まJtる手足 己･葡乾と十日)r=■
l叱 こう己､す釈･.量水温帯感熱LI'&ママ

etf,･なし まあ.鹿泉a)奉養 長竿ネ して

:みき鼓しようさ

え tl) 那頒地象の取 壊 帝忠生からナン

パ ンを湧け∈L)たたtいた 鼻 あ̀の乾

政L.さと 老廃 と.今とi産れ ま,i

く′,

(ロ) 礁塵紙 .東畠蘇晩に手習 し奉り

ご出移し で クビタしこ再:-JJrb女
'澄日出.

4. 由身さは気づtAhないうち1-J 吻さを放

三郷 f=見た u 老えた ')しこりる孝 と絞
把淀琴を尊んだあかげ空しようか

ま 東リむずかい1ア>･ケー ト蛙掛 )ま克

gt(1) 敢低 く口)盆社葬 日丘乾作軒野

'廟 し,I)あ見合 r=)6.つ胤 一 木

tl･着直 うよう1,tl丹熟 考 しよBl窄

招軌L:匠御森岡 席捲うまく塵取｣と

怠 りまT.

ト 駐 中 郁 子 撃 凍 一
ユ 宙盾o東泉内のこと (スイマ.考 ン)

3.(/) 白鼠 赤塀象生･先生か憾与釣り:I
左L.たこと

qu) クラ7･･合轟 (尺スケ､,仁)解合

年 腔浬 の掛 野そ扱 かせて風 ).a:プ州 ます
'Dご ･,

-JL.みこか諌しくてとこ苗･-

占.召)葦確
仕り 藷樺 と 線度大建城外ならな乙召.

古す
V＼) ､ドチタヂtiE

(ニ) 1クツデ巴

､ 関 取 /3､み

毒三

歓 簡

すへLてtZ)垂に乗 り軌 じrB:し

(i)野猿 (勿顛)患 帝乾生

あき骨 層 を.-卑下･カ方草と-鵡at

した.帝やの帝巨象麓摩 し肴 三弟

(だと逐いましたJtz21日の軌 二 日

滴 飼tr:)言､b加 .叔叶忠生E=､さん
さltL頑やかさすは した. t本妻削こ牢

し奇けなかったと足い鼓す)

4(.iラIPL鼻面巨に ･一生愚命やつこl

たb､ 舌 うIPL面白いk:魅えr=d)否はな

いかということがL.辛嵐鏡大Llに鹿 LLた

皐

現R.歓呼ヒしこ放漫を教え.軸 と

LZ:iZ)耽匿,4)鼻毛を承<良し･ま真

土 人生一二枚につ5.鹿まで蘇iT･尋の各

色､のしLlそしようが.私a)盈為を省み

こ 車mヒついてa)アイスカッ--/ヨン

か 7Fなかった ように厚い芝1. ギI)シャ

時代かb各色L.なかb.宵かL.bつかみ

と<=把 援ヒいうもd)を,4年向に.,そ

の如 Tらそ壱よいかb碓 直して下さり.

東泉を鋳て下さtl,
占. (鼻恵息か.ら)帆 ,L}

埋憩kL及東とは大鹿 .持ヒスッ貯Id)

ようと患う甚助 鼻 翼室左就､堤才徳 か .･･･i
:7､セヲセーヲ.

1､ 歌 碑 絶 水､泉 草 生
之 修土南 東:力作 軒

5､〟)虜線の白薮に行っ乾酪 潅 木患生
動 いわれたこヒt訂 濃 密札 はしか

で あ轟)

4. iLとi ヒ強 さ毎且 yDえ.阜 あったと愚
う.

古 物 を番え ヨ判 断 27や 応 河か良養 い.

鮒 温 良行くペ し

座頭 efL I' よ (イ) 来港 (q) 留 屠南風 い)喪象

(ニ) /つ卑上

に 亀 崎 機 動 等



之､絡嬢をとちしまLようカ＼

ま くイ)永末転生の右､範
釈忠生ヒZ.1)轟流通療
(細 れ .棟亀山.軒蕃山､上潮帝
轟など淡､急つ久しい)

LU) ド十ツ観象苦労してやって日たこ

と (憂縫.凝Jtど聴ってi境目か)

東 急虜まあ よかったこ屠って(トき.
土 質塵肺っ牢ヒ任 免泉aだけの孝をやつ

こ下さ(～, (岨し.塵取に気をつrTるニ
ヒ.J

i.(イ)尭感

(tlJ奇二次.オ三次農泉
(,リど亭らぞ､卓よい
(i)あ象りちか心75:11才かいいか.tt

きれ甘 Z-3#年上

卜 山 中 正 喜 薮 準

え 風疹につり乙 ヒ.由布の碑泰につり
だd)こヒ

3.(1)憂慮自壊､最大乾生.監笈a)Vフ
ト癌か轟に転げ落ちこ 亀E･軽い上
Irlたこと

(U)碑にあt)ませる.

4t.盈象d)鳳雛 磨密林 (懲鑑ji)教黄昏
収入を婦て日吉玖わと11うばれり乙･食と

日嘩娃議に着て.勉の人々に (癖K:外国
人d)人々に)胡 良寛乾す書取 艶理学

と払 勉の啓畢t=高貴して 置換を置塵

を漁艶L浄聯 こ､あ鼻ニヒ轍
してtI鼓禿

よ ～み蒐功柵 亨大琴車クヒいうしツテ

)しめ轟に∴乾変に昏 錦 じゃ輿線たけ
を.風塵去酸め古人そ射 場 こと藍%/笹
しこ下さtJO (実.ぞd)馴鹿健ヒしこ

触 鑑 榔 触 i見ない.み1闇邑匝

a)-つみ蹄た鑑ft_象71ラせ手琴B=～の俄
<老えらyt吾郎 をあ比ますL 79ラ1
ドここ1)固まった解く番えられき格舎g,
泉上.hljますd)そこ産泉下さい)tヽ
(乱し.私自身駄 空.･少ような執った敵

方を打凍ナ卦如く 在草生¢亀さん次､
邑匂勢功並J'之創って日らっLや這こと
ヒ凄IL1しこプJ､Uます

i.(1)東嶺こtl.1ロ)(ハ日ニ)紋日下巻

衷ヰこ7,

1. 畠 田 イ二 手 教 師
一.'-i

之.舟iこあ･')ませ/,I. i

3.(.b /卑生の舶 摩毘大島故硬 く番木
見生371畢)｡ 上級鋸 ､ら取木忠生両
速攻各はtk,ら7･･､どら渡され ニ～I
患ヒ恕)(急と誌に部を T,}如才肇
みに出かけました.ヒこされ､私産血量

たあに埼峯封 iたID紋.ビji'痩jZIt

なく 不二象bノぞイさ､したil.一寸釈
-かわをした分了 を由 ､ら漁獲を受
けたの叡食料だtこと･3)芭 一同紅

さ 3.rいしくいたr=lき茸した.

p,放置琴芝{))LrJ)がまだ克く澄稀ださ景
せ∠町 日韓吐為t諜 こ鼻面触 繰金紗
患歯J)乳奇手'I出芽､書CL)良 収監を琴.んと-
.h億と男つこ日産1.'

古 ヒにかくよ<導恥 そしこよ<i盈びこ
承缶をすきk.IL1ヒ恩目星丸 く夜食に出

て托.律や鮎叙景せんからJ
d､(イ)末噂 は)夙に払わで封1(パ跡 見

番い (ニ)Z一千才濫

踊 3デ卑キ

ト 晩 声 か 且 る
ヱ､藤嶋.野性
ヨ,覇になし

衣.泥産の仕轟に紙 あu

簸覇

与えられたこと曲か琴ふた藩に舛する

観象
よ 欄舷 もつように
乙 kIla

八なみなま堅兜なの各県してください､

突 棒になし

t､泉 凝 鹿 茸 木琴研き
2､人面ヒ11う老功､それから恵粂

急 ぐ1)最大忠生.伊毘大泉｡額ヒy
JJEこ 乾生やみ/V･息ヒ 過に三
見した.大草に入D 較じめて
鷹だ､したd)乙､印象的｡

桂])督て去ってもむ及盈ヒ夕べ[)
した9)孤′敵い )rill.

い
;
.I,:
出

汁

4.私放りと.畏れったiニ思っこい東武
ご古.-歯.生f̂せる.D敦や島u写聴力
泉生(=私書ことだと定,い息琉 鯉み麟

ビと､改選去生竹､ウニkにも 研乾を頗

甘藍A二VJ=も
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窄帝か凄け才(駁■:そ'J)嘗 Z7エえ.あきら
鵬 ぼ意bなくlu:杏林ba､す二

子-､守 <鼠､f<考え よ く衆み 雄琴に
よく温く芭下さll｡木琴藍締付って卒当
に 17 はlめいり乙思いますこ

t,(1) 未感と来
り7.)ヒtにな･T'rJE.あまり鮭かあ1)まtt

∠ノ｡

th) 五あ あ敷金空しよう収.
(i) あまり琴かち糾 lすぎるZJと､耳

下淋外在む.まあまあZFLナ 心｡

卜 丸 岡 利 子 一機建凍土串 穆軒勤務
2 . ベ トナ ム 由費
5､ .勧 乾 生 の也錬ご 嘗慶貴慮へ行った

曲､岡旦〃J(.a-嘘 縫t)蛸かLT=こ と

かありました.迩観取亀の脅ご且草に車

庫 味あ))ま吐ん己､Lたけb'Lど･盈臼a)準

かつT:1こと.県かったこビ.～--｡
4 . 不勉鮎 lLr=･,D乙､.放漫草と号ん亡と

いうよOf班里的な ､｣均の見象 患え才

を琴/Jだようだ11.か.碩 畏れ〔たと
足つこ方 1)貢就地 且 粒度ヒ枝肉殊
D良い!+身につtにおります水､や射)

帝lt･ノかか形ご他 星山鞄乾した遜豹とっ
さtL(I.ヒ煎故老えをようになL)貢L

た｡

よ 丁腿 軒ご良抵とんと.ltの八か 計ユタト

屋島措教卓ご寸のぞ..出本たあ 5年生
･･D舟に己 も広言邑tZ)療養を暦日1て耳 目にら

-･･･-と見目旦夕ク
a (･1)蘭 画や(a)観象公顧琴 (ノリ 蕗

象 (i)困卑
7 牡澄･D研鞭鼻息 いつ行っこ乙衆しく

長年I=わたる琴生生甚e: 甲つ酎)-蘇

なっかし(叱二うご洗 いつまごtt,71-(顔
l=して 克くの!JIL.Jhより どこうにした日､･_/_

取口まナニ

ト ,j､ 碑 殊 碁 敵 押

え 新 しい生名に曜日茅こと.L=勢牢ご./liz

ITu轟を萎える兼務軋勧)慧:亡/V ｡

a t1) 希池象且沙汰硬 JLJ形木琴ご 豪

華孜太郎見ノ生,二Dか鼓を_空目)た節fuニ

{_ E.!.:‥:I,{!1.日声./:,･:_.､.､.''ビ 最良7,;/

f;,＼ら八一~)こく謹告 志紀に.さ更わj)Lて

lニdj農詞

なコツクリコックu･qe;lる､宅の郵
I)風 ニ二晩 になったサクラニJiitと
か空屋td)みいしかったこと｡こらま

む座乗古ノ5＼つヒLだ､という釆苑
は )草因泉ご¢一夜 蔑んだ畳生えあ

みぎ なかあ写髄節¢互生の上を最澄

と二八､拝礼且と温 いザ教をぞ､.ハ

一己=カをふいていました｡丁ak

/之縮む温芝､た碑.膿斬掲 砂 むこう

･.% 腐れに､琴硬0)外¢どこ9＼bA

払渡¢ノ＼-毛.ニカにあわゼこぞ.7ル

ートの夢ZjFlきこえくく香芝絵祝 は

也 Al)＼ す岸lわい 1野姓と観象しな

かb.ハ一己ニOの壷も｢嘩ヒさえ
?? 蹄痔r¢ぜつのる愚It各置楽し

い夜でした瓜.7)L-トの主臥 つ

いf=わからダ､､ごした.

.C､ 取泉に嘆息っこ結い寺すQq.･血幽 ヒ

ころ 匂寧a)生逼ヒ①つな次L)ヒ日わ) (

るヒ ピンと王まにん.

占.(イ)監鳴 くロ)公帝買 (へ)その飽
(こJ Zキ

ト 三 各 筋 子 皿囲地 金

之 どうLf=ら.春 日水滴定しこ鼠ttるか

という凄

3.lT) 丸木先_生ご引亨の大馳 棟J)こと

入学後.綴じのてヒいうこと′芭あL)

ます が-州.帝にま叫 (て/y々 盟に

迷った麻の､忠生･カ衣膚9番 Hbrt

互也ん.ヌ 乞生0)長tlてツ邑ヒマ

コ亀に自一色 壬とリつt.)とキ))の水

滴 のことも.

はり 同F'も.礼l個 亀で.友人同産寒っ

T=時めkJ)ヒtbd)/-jlに とを簡受払

いL+_!洗

4 台Jbにとって.希t=ま わかつていヒヒ

首. -* やはりニj(を麿乙Zll良か つTrと

も.モーカとちらi養え恕)｡理義こ､t76
や鮎 そつ良射L)なし.

査 JJ)ぴのひ､ヒ余裕を,t,つて｡

よ.(∫)乗車,

(p目穴jtニ)HJ･t日についこ吉.碑こ
､惑えJb損ないg C/･衝そのことにつ
いこ吐.あま i)養えたこヒなし)

落す蓋]=､全体飽癒し･tの翫容.
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L竜田番 手 民本敵野卑条勧孝
之 最終みの兼行訂政

ま (1) どの進級右吸取足底のん抑 雄 か
まえ 穆啄敢行乗せか披けまず''-･

碑 っ乙からa)い好で上作顔 tこ煉大孝

摘ま三才･(ました,

LU)索a)あった坪繭と･0兼行 雛 車
の遠戚をした

,4､大 軍各位埋琴を塵乙だニヒq : 盛唐に

とって乙つ乞そふ さわ しかったかどうか

歩になってもわか､I)まd:く ノQ

たた･.粒度琴ヒいう卑胤の-身野良勉

鹿すさことによ!) 寛艶を温来すa観象

とか 廟毒針二翻する判断カ9it教わ)I(たこ

ヒ紋盛砂･&ごと愚日真東 庶良め也重縁轟

廟 円空すの空 位蜜学説幽 額盈つe:

蛙いないさし.よう｡

身 太いLO盗ぶぺし 琴爪ぺし 牽遮牽強
Lニならなく)ように

i.(I)東癖.

宙矛に軒してさびしく 韓に向上

虻を虻がけこいる人 足いやりのあ

る財 経をあb･tぼI患家∴卑息 ビ さ

して.現務ご蛙ないように思いま洗

卜 親 政 隻 手 歓 呼
2､欺轟ktlうニヒ---壮産額脅⑦あり矛

についこ あ掛 1鮭.歓声群 舞巴の生養

ヒと滋金魚鼻を,iつこいるかなど

5.天草 (日 蘇束監姓.久鮭山 (日 渡
塩鮭 春永乾生 轟轟.麓冴 (ヱ)杏

森泉生 卵猟 (5)患帝乾生 産熱 あ

摩 .田皆や1 33 斡乾生 (大展 望原山に

度日にわたり之研創 ･-官日成軌 二

百日故癖汽あLltさいkJ轟ヒあLこか櫛象

地 卵線香蛙テクチタ歩くうちに解与が

そe:.渡藍ご忠生と泉 尾的〔?)は恵如ぞ

LまつZ:虹あb{たこヒ.施検娃浄っ< け

ナ 寄 る♂空才ヒ甲こと･
乗 数 の褒艶たわ粒だ､ミ己款乾生銑巡検

)蛸 TLlみL不足色癒さ]･.t乱した . 伊暫

LlTqt毎月d)初めの尊にあtは した.

4. 大草締付講義勘 lつ乙節軌に出展し.て

か )まlした?た ･ゝJPL祝 日て重蔵芥碍

ご ｡ 空木放 Z卑巨象扱え之Lla定盤疲
寮 養 日夜愚硬恥 札束の硬度の穐鱒 と

櫛 席 t),繭過はL買(ほ 吐んか.触 多

だとっさ弟盈先手犬川三蔵か遠見だしまうとあとがチタ
占 . 東備 考を爪 しげと歩く入 (目梨 1う

七 鼻え急患奉監 轟檀紋人生o)慶播盈ビ
ヒ永っこく4,(そうださ外らJ

眉初4C甥苧
Z､ it:'瑚 和 一手 数 嘩
ゑ 磯 雫と Lこの燦Bを日aJ=琴ナか ク

腐この∵軒琴の冬季茎塵盆とL.Zや署
蓬こと ◎ 腔質の横兼抑 u矛

(まだ かけ出しそ､すの盈･ 愛鷹わ射 )

き也L.)

3.(日 中轟のフイ-ル小 暑一尺d)下

敷生ヒ丘陵製缶きつ乞どl)つ.

にありついぞ ただ 無比で･.

めあとE=ついと貯ま貴し転.(

､止血儀)

,ほ の腔 立切患生秘 境i･.
ソード妊あuますか)

Ltl)入学したklさの禾舌の番 1).

針

乳琴

紘

千

エ

イ

し

ぼ

壬車 G)皿李 .郡蜘 毒物の/PL

I)つけのあ番輿Ll どうi,輿嘗

リ艶皇しこLlたようごiT.､肺肝

嘗

ピ

ケ
変

れ

こ
IDよう女帝輿転出番うと 郎雪卑臥所

のその魚倉f=蔑IL 厚ヒる衰えなく
熱辞をS)

4. いまだに さ軌匿琴ヒ絞れ∴なんこええ患

い.kJ=かく舷産の是軽さ.漫d)ほう天

皇に 放 漫を教える盈爆上 しぼLぼ､

とまどう｡

査 宙ぞlるよtl. 色香2:解 各の哲くまをl

毘う存分や番こと.たとえ芝小水rダ>ス
僻 をあろうと古.乏しだ 孝鉢底腐
日a)叡 1だけの智 を才芸こと.は れ も
むづ､ォ､Lrl二と_さした)

i.(小 磯新年 (ロ)大牢晩 畢生 (ハブあ､
-監金 を結ありませJC.(-) 0才.6勿lll

(鉾 しく絵03年 -A-アト結節観象 下
エい)

7､尊 顔 申 子 毅 簡

え え率をつく蕎二と

5L拝)乗取,為政亀鑑一象狩 ったのだ､

･Lのすごく亀< bd)大蝉に鷹よさ
れた｡

(ロ)折衷エ 飢旦朱
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牧熱らす.hrぁ､じエん かLlt.さん 1
と輝く′たこと.

4‥別畑寄島番えぞいない.放漫導き敷く

こ古.批敵軍空あっこもよカ､つた_とこ愚つ

乙tl暑｡

木 琴頗F=ニたわわjTl(打ヒきないj匿最に

や冨線 紋ああか)由秀tDや 1)たい卓を

中 った牙款､川 l,畢生麻個 牙め蹄噺
かあ量産結恕 1のだから｡

i;.(∫)束軌 (ロ) 失策森泉史等象
凍析着席文筆家 (/J喪賓 (I)女中
-ノ 0 才淡い.

卜 帝 帝こ薄 手 教 岬

2､生鑑のILI捜 歴鼻鹿

渡界をしこLlき藤､生鮎 泉櫓.亀最

が萄/=なt)鼻先 大草告略の白奇と鎖

し.女から,友墳し.たt). 組 に同席 した

U.舟ヒ紋経った()します二 又 声次温

ら点くこ しあきにLD､如才･席番した

))､ウイックス 皇d)Lた､I)しこ日立木

a (イ)哀血乾生k.四日軌 条東金他女
ヒ､.はし.めてd)脚 のすごtt:1暑さ

と束k=亘れら)･(射 1.7コマ.ビ｣ル
をごちそうになったこと.丈 藤井

定圧ヒ邦演へQ塩蔵占.金丸床面a)
在がめと.く t)黄い.敵束か取日払

舞い｡

U=)休みd)たび0触 a)愚 日出がりき

ない9卑生LZ)のん気息身牙城 帝に

な.つ久しい｡

4.とてる興晩ある草向.度乙だことE=膚･
川ま在日.深色磯 だL教象Etとった
牽a)ノートをかつEyf)出して泰あにしこ

日吉.とて吉和 .. しかし､肥琵研究星

へ直島友輿軒にひかえ 了賂 a)皇⊥L瀦
耕.Lづと月順 すべきだ■っf=日

よ 大日にユ藍乙三. 実 Jlて下さt),草生蕗

Pや娃八女♪乾｡

6..ミス. 親友卓いたLbvrQま1:

紫 阿東生の硬の度盛 .,:甜 承顔 ビ ス
4-スに.Lr=い｡

ト 畢碑 TJ.怒 号 教 師
ユ 休･Zfか庶しい,

うー(1)式敷生ヒみ頚を,のみなから轟L)あ

つだここと (

(ロ)よ<主監Lたこと.

笠な言語監禁 三･- 乙 よ<- み量

･ ･芸一票 違 憲 ㌢ 呈 ,̂誓 言雷 書

tI8L乞 /4ちか()

7､ 泉 谷 日 産_欠 チ 毅 最
2､を後産腰帯すき=ヒ

a.(1)那碑 .泉帝患生.泉生水や療ヒ紋

あやすみにならJてたこと.

(D)毎日虚_いつ扮た軒良 太卑動酢象

艶 ､talJ5=<E.農荷姿lD身0番.

六tlヒ鑑且を.大LlL=食べ乙 をよ

っと担急した.来い 1思い出はtb､リ.
4,.か掛 増えた巳年 ヒ()ラ泉をT3<

患え湧カぐ 太さtl(ギヒ在ったニヒ.こう

いうことは.常姓 ヒ紋 欠けこい吉良だr
k愚い.つ<ザ<雄産を琴んをよ払った

と愚クZ:日去就

よ /つ/つの遜顔かb 出泉きた甘者<
の争え学cx:とって偉い 1.ということ

私 .個人の人草足裏をふ りかえってみく

且つと 古っと辛み､とれたのそ､珠なHbl

相当泉農政細 動をしていたa)zI･練ない

ノ臼

かiL思います.

たった/つd)細 さ･七 個人の亀塵k:

よっ乙､ダ･tliit･.L･未払のあるるd)に象き,

と足'Sん薮洗

(イ) 東伯 tEl)解に布里なし.

V＼) どちらそ･i蕗のものだか_bいいJけ

･.れど.出来れば懸牽

卜 箪 鳩 車 手 鼻政市
2.光鹿渡の香車 .渡歩 ･入野

3.(イ) 帝もa)方へ 軒 を動=行き鼓し

r=.暑くて全泉T=いへんそしだ.

次d)年から凍血忠生氏異臭D過渡軽

みや釧二怠ったとれ
uJ)友人かtよい人ばれ )で牽也盈した

44.他 のkllめ草帝を琴爪､よL).よゑったと
廻いま哀 感轟的判断 3)才憩か'/F いま琴

べたJ)を経ない芝､しようか一

杏 盈厚生と最乳など､. ヒ,(/C･7,数日鼓動

M,｣ 笑 数寄=k:いくら目頭 j
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占､(イ)末億

(a)的確 を番を出すの絞東庄芸才碁､

蟹の曾 り脚 ､.古っとる貰愚とし

友いやイア&あすこみ真東

･厚顔廉恥 ･風勢 ･鹿茸 ･I/ト

/じ･乱発っはpt) ･向上d)在日八
つ孟UJ療後ヒ鹿土光こIl盲人 ･席

恭 一尭塩を失っこい毒八 .愛顧 ･

庭久 ヒ珊しこ思いやりかない. 芝の

くせ卓秀d)ことに紋八丁債執 ヒ毎 卜

_̂穆 ･ラ粒は机盈 (邑ばで見こ目

名とこつけいきす)

1､与 謝 野 た つ'' 観 呼
2.顔物 象をしっかりやること.

3､くイ)東泉の韓弥抑こ行った とき､し辛.

か )かえっ卑称恕3)空.日割 巧 と

掛 d)ニヒを愚tlかこしたここ.
tD)触 .たった卓八位芭庵♯私

奴,9層款 をう汁､しか痛 みをイネA

りしたニ比.鮒 んの前に教え奉っ

たニk:.

〟.常珊d)農夜を放漫紬に屠え碁ことを琴

Jl吉､きこヰ畔 によ氷ったと思う,

与 車をよむニヒ,サJf:lらなlに と.節藍

色､あ毒ニヒ.

占L亡日 東感 (a)韻 で･古 (/1)慈愛

(ニノ ーI- 十ぢ

食 卓a)ヒ二名大草が濃､し<こ敦 t)亀鑑句

す貯らし(1琴襖だ､ったと患い蒙れ
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